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浪商学園理事長
野田賢治

大阪体育大学学長
岩上安孝

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
2016年リオデジャネイロでのオリンピック・パラリンピ

ックが終了し、いよいよ2020年、東京開催に世界の注目が
集まってきています。
1964年8月21日、ギリシャのオリンポスで採火された聖
火がアジア諸国を巡り、9月7日に沖縄県に、鹿児島県から
は西日本ルートと北海道からの東日本ルートでリレーされ、
10月10日、秋晴れの国立競技場聖火台に、アジアで初の聖火
が灯されました。
日本選手の活躍と相まって世界のアスリートが繰り広げる
パフォーマンスは、国民のスポーツ熱を高め、我が国スポー
ツ振興の導火線となりました。
子供たちの健全育成を目指したスポーツ少年団の輪が全国

に広がり、東洋の魔女と称された女子バレーボールの金メダ
ルは、ママさん達をバレーボールコートに引き込み、バレー
ボール人気を不動のものとするなど、スポーツが日常の生活
文化として、根付いていくきっかけとなりました。
国においても1966年に、10月10日を国民の祝日に指定す
るとともに（2000年のハッピーマンデー制度により10月の
第二月曜日に）広くスポーツ振興を支えるスポーツ施設の整
備基準や、指導者の養成・確保などを盛り込んだ各種の施策
を、全国の自治体と共に計画的に進めていく答申を1972年
に示し、国民の誰もがスポーツに親しめる環境づくりに着手
する一歩を踏み出しました。
我が国にとって二度目の開催となります2020年、皆さん

の思いはいかがでしょうか。
2013年9月7日、アルゼンチン・ブエノスアイレスでの

IOC総会における開催地決定コールは、国内を歓喜に包みこ
みましたが、その後、新国立競技場建設案や、エンブレム案
の白紙撤回、コスト面を含めた競技施設の再検討などが議論
の俎上に挙げられ、世界最高峰の舞台づくりは、容易でない
ことが示されました。
これからは日本選手の活躍に向けた育成強化を第一に、そ
れを支える科学的サポートの一層の高度化が求められてきま
すが、スポーツの価値をゆがめるアンチ・ドーピングの撲滅
対策にも力を注ぎ、そして何よりも東京開催が世界の平和を
一層推進していく上での潤滑油の役割を果たしていかねばな
りません。
本学に入学されました皆さんは、これからは傍観者の立場

ではなく、自らの課題としてとらえ、どのように対処すべき
かを自問自答してみて下さい。
これからの大学生活を通じて、スポーツに内在する意義や
価値を十分に学び、スポーツの素晴らしさを未来へと継承し、
活力ある社会の構築に貢献できる資質を養っていって下さい。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代

表して心からお慶び申し上げます。

大阪体育大学は、1965年（昭和40年）、東京オリンピッ

ク開催の翌年に開学し、一昨年創立50周年を迎えました。開

学にあたり、東京オリンピックの強化本部長を務められた大

島鎌吉先生を副学長として、国際スポーツ科学会議委員であ

った加藤橘夫先生を学部長としてお迎えしました。

お二人の体育・スポーツにかける思いが、本学の源です。

創立百周年を超える大学がいくつもある中では、比較的新し

い大学でありますが、いまや卒業生2万人、在学生2700人

の大学に成長しました。

卒業生の皆さんは、教育界、スポーツ界、実業界、マスコ

ミ界、そして福祉の世界などさまざまな分野で活躍されてい

ます。

2020年には、56年ぶりに夏季オリンピック、パラリンピ

ックが東京で開催されます。皆さんは在学中に、幸運にも身

近にそれを体験することができるのです。さまざまな分野で

積極的にかかわってほしいと思います。必ず皆さんの将来に

大いに役立つはずです。

世の中は複雑で混沌（こんとん）としています。雇用状況

も決して良好とは言えません。しかしそんな中でも大阪体育

大学は、昨年度は教員採用試験に現役で27人が合格を果たし

ました。就職率は体育学部99.2%、健康福祉学部97.1%、両

学部で98.8%で、文部科学省、厚生労働省がまとめた97.3%

を上回っています。

今春卒業する学生では、警察官、消防官、行政職の地方公

務員が80人、法務教官、刑務官、自衛官の国家公務員が11

人、延べ91人が合格しています。

大阪体育大学での学びは、社会のあらゆる場面で、指導者

足り得る知識と、経験を身につけることができると思います。

皆さんが立派な社会人として成長されることを祈って祝辞と

します。

指導者足り得る知識と経験を スポーツに内在する意義と価値
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平
成
29
年
度
の
入
学
試
験
は
3
月
3
日
の
教
育
学
部
後
期
入
試
で

全
日
程
を
終
了
し
た
。
志
願
者
総
数
は
2
7
9
6
人
で
、前
年
比
89
・

9
％
と
な
り
、
2
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

体
育
学
部
は
1
9
0
3
人
で
、
前
年
比
86
・
1
％
。
昨
年
度
は
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
が
前
年
比
78
・
9
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

教
育
学
部
は
、
小
学
校
教
育
コ
ー
ス
と
保
健
体
育
教
育
コ
ー
ス
で

は
対
照
的
な
結
果
と
な
っ
た
。
小
学
校
教
育
コ
ー
ス
は
2
1
8
人
で

対
前
年
比
71
・
5
％
と
減
少
し
た
が
、
保
健
体
育
教
育
コ
ー
ス
は

6
7
5
人
で
、
対
前
年
比
1
1
3
・
1
％
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。

現
時
点
で
は
他
大
学
も
入
試
が
す
べ
て
終
了
し
て
お
ら
ず
、
ま
た

結
果
を
公
表
し
て
い
な
い
大
学
も
あ
り
、
最
終
の
入
試
結
果
が
出
そ

ろ
っ
て
い
な
い
が
、
全
国
の
私
立
大
学
の
志
願
状
況
は
、
10
％
近
い

増
加
と
な
り
そ
う
だ
。
特
に
関
東
、
東
海
、
近
畿
の
3
大
都
市
圏
で

そ
の
傾
向
が
強
い
。
ま
た
「
文
高
理
低
」
の
傾
向
も
継
続
し
、
な
か

で
も
社
会
科
学
系
が
大
き
く
志
願
者
を
伸
ば
し
て
い
る
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
は
10
％
近
く
増
加
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る

が
、
増
加
分
の
ほ
と
ん
ど
が
新
設
の
学
部
で
あ
り
、
既
存
の
体
育
系

大
学
の
志
願
者
状
況
は
前
年
並
み
で
あ
る
。

教
員
養
成
・
教
育
学
系
で
は
、
こ
こ
数
年
の
減
少
傾
向
は
継
続
さ

れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

各
大
学
が
併
願
パ
タ
ー
ン
の
多
様
化
、
受
験
料
割
引
な
ど
の
入
試

制
度
の
工
夫
や
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
加
え
、
研
究
成
果
や
、
教

育
面
で
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
強
化
な
ど
を
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

高
校
生
や
高
校
教
員
に
対
し
P
R
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
ど
う

し
て
も
こ
の
大
学
に
入
り
た
い
」
と
思
う
受
験
生
一
人
当
た
り
の
受

験
回
数
を
増
や
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
年
度
の

入
試
は
終
了
し
た
が
、
既
に
次
年
度
入
試
で
の
巻
き
返
し
に
向
け
て

高
校
生
へ
の
P
R
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
入
試
サ
イ
ト
で
の

受
験
生
へ
の
動
画
配
信
や
、
接
触
者
へ
の
継
続
的
な
情
報
提
供
を
強

化
、
進
学
相
談
会
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
高
校
訪
問
な
ど
対
面
型
活
動
も

さ
ら
に
強
化
し
、
本
学
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。�

（
H
29
・
3
・
22
現
在
）【
入
試
部
】

◆

◆

◆

大
学
院
の
平
成
29
年
度
入
試
の
志
願
者
総
数
は
、
博
士
前
期
課
程

の
16
人
は
前
年
度
比
6
6
.
7
%
と
減
少
し
、
博
士
後
期
課
程
の
11

人
は
前
年
度
比
1
5
7
%
と
増
加
し
た
。
次
年
度
入
試
に
向
け
、
本

学
大
学
院
の
魅
力
を
よ
り
伝
え
る
よ
う
に
広
報
活
動
を
行
い
、
志
願

者
増
に
繋
げ
た
い
。�

【
大
学
院
事
務
室
】

〈大学院スポーツ科学研究科　博士前期課程〉
総計

　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数
一　 般　 選　 抜 24 10 10 8
学　 内　 選　 抜

若干名

3 3 3
ス ポ ー ツ 選 抜 1 1 1
社 会 人 選 抜 1 1 1
外 国 人 選 抜 1 1 0
合 　 計 24 16 16 13

学内選抜入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

学　 内　 選　 抜 若干名 3 3 3
合 　 計 3 3 3

Ａ日程入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

一　 般　 選　 抜 Ａ日程・Ｂ日程併せて２４名 7 7 6
ス ポ ー ツ 選 抜

若干名
1 1 1

社 会 人 選 抜 1 1 1
外 国 人 選 抜 1 1 0
合 　 計 10 10 8

Ｂ日程入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

一　 般　 選　 抜 Ａ日程・Ｂ日程併せて２４名 3 3 2
ス ポ ー ツ 選 抜

若干名
0 0 0

社 会 人 選 抜 0 0 0
外 国 人 選 抜 0 0 0
合 　 計 3 3 2

〈大学院スポーツ科学研究科　博士後期課程〉
総計

　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数
一　 般　 選　 抜 6 9 9 9
学　 内　 選　 抜 若干名 2 2 2
合 　 計 6 11 11 11

学内選抜入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

学　 内　 選　 抜 若干名 2 2 2
合 　 計 2 2 2

Ａ日程入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

一　 般　 選　 抜 Ａ日程・Ｂ日程併せて６名 2 2 2
合 　 計 2 2 2

Ｂ日程入学試験
　 定　員 志願者数 受験者数 合格者数

一　 般　 選　 抜 Ａ日程・Ｂ日程併せて６名 7 7 7
合 　 計 7 7 7

〈体育学部〉
入試制度 学　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

ＡＯ入試
スポーツ教育 35 64 64 37

健康・スポーツマネジメント 20 167 167 30
計 55 231 231 67

スポーツ特別
ＡＯ入試

スポーツ教育 75 121 121 121
健康・スポーツマネジメント 25 23 23 23

計 100 144 144 144

推薦入試Ａ※
スポーツ教育 70 232 229 78

健康・スポーツマネジメント 35 104 103 38
計 105 336 332 116

推薦入試Ｂ※
スポーツ教育 35 165 162 40

健康・スポーツマネジメント 45 132 131 54
計 80 297 293 94

一般入試Ａ
スポーツ教育 60 277 274 69

健康・スポーツマネジメント 40 131 130 67
計 100 408 404 136

一般入試Ｂ
スポーツ教育 45 311 309 82

健康・スポーツマネジメント 35 173 171 105
計 80 484 480 187

外国人入試
スポーツ教育 若干名 2 2 2

健康・スポーツマネジメント 若干名 1 1 1
計 若干名 3 3 3

合　計
スポーツ教育 320 1172 1161 429

健康・スポーツマネジメント 200 731 726 318
計 520 1903 1887 747

※内部、指定校推薦入試含む

〈教育学部 教育学科〉
入試制度 学　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

ＡＯ入試
小学校教育 5 35 35 8
保健体育教育 5 44 44 8

計 10 79 79 16

推薦入試 
前期Ｅ※

小学校教育 5 23 23 10
保健体育教育 15 57 57 21

計 20 80 80 31

推薦入試 
前期Ｆ※

小学校教育 20 32 32 27
保健体育教育 5 40 39 6

計 25 72 71 33

推薦入試 
後期

小学校教育 10 9 9 8
保健体育教育 5 28 27 6

計 15 37 36 14

一般入試 
前期Ｅ

小学校教育 － － － －
保健体育教育 15 234 231 62

計 15 234 231 62

一般入試 
前期Ｆ

小学校教育 25 98 96 －
保健体育教育 5 195 194 －

計 30 293 290 156

一般入試 
後期

小学校教育 5 21 21 －
保健体育教育 5 77 76 －

計 10 98 97 14

合　計
小学校教育 70 218 216 －

保健体育教育 55 675 668 －
計 125 893 884 326

※内部、指定校推薦入試含む
※一般入試前期F、後期の合格者数は第2志望制度を実施していますのでコース別では記載していません

平成29年度入学試験志願者数確定
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平
成
28
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格

者
が
3
月
1
日
現
在
、
延
べ
91
人
と
な

っ
た
。
内
訳
は
国
家
公
務
員
（
法
務
教

官
・
刑
務
官
・
自
衛
官
）
11
人
、
地
方

公
務
員
（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政

職
）
80
人
。
昨
年
度
の
76
人
か
ら
大
幅

に
合
格
者
数
を
延
ば
し
た
。
消
防
士

は
、
2
年
連
続
過
去
最
高
を
更
新
す
る

29
人
の
合
格
者
を
輩
出
。
大
阪
府
警
を

は
じ
め
と
し
た
警
察
官
も
昨
年
を
上
回

る
50
人
の
合
格
者
と
な
り
、
公
務
員
合

格
者
は
、
過
去
5
年
で
最
高
の
合
格
者

数
と
な
っ
た
。

筆
記
試
験
の
学
力
向
上
、
突
破
を
目

標
に
、
平
成
28
年
度
卒
の
4
年
生
は
、

こ
れ
ま
で
の
公
務
員
対
策
講
座
、
学
習

支
援
室
と
の
連
携
に
加
え
、
公
務
員
対

策
講
座
の
回
数
を
増
や
し
、
模
擬
試
験

を
年
3
回
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
を

行
う
な
ど
、
学
力
向
上
に
さ
ま
ざ
ま
な

方
策
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
春
か
ら
始

ま
る
新
4
年
生
は
、
新
た
に
学
習
支
援

室
と
の
連
携
に
よ
る
論
作
文
対
策
講

座
を
設
け
、
更
な
る
キ
ャ
リ
ア
醸
成
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
。
就
職
本
番
を
迎

え
た
今
年
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。

恒
例
の
全
学
あ
げ
て
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
『
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス

タ
』
は
、
3
年
生
を
対
象
に
9
月
に
開

催
し
、
大
手
業
界
の
人
事
担
当
者
を
招

き
、
2
日
間
で
26
の
企
業
、
団
体
、
進

学
等
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
学
生
は
1
日

4
ブ
ー
ス
各
業
界
の
話
を
聞
く
。
1
、

2
年
生
は
2
月
に
開
催
し
、
2
年
生
対

象
は
、
各
業
界
で
活
躍
し
て
い
る

O
B
・
O
G
を
招
き
、
14
の
ブ
ー
ス
か

ら
4
つ
を
選
択
し
、
先
輩
や
内
定
者
の

話
を
聞
く
。
1
年
生
対
象
は
、「
将
来

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
2

組
の
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
る
学
内
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
等
の
人

事
担
当
者
か
ら
昼
休
み
を
利
用
し
て
説

明
会
を
開
催
。
例
年
採
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
企
業
を
は
じ
め
、
新
規
に
開

拓
し
た
上
場
企
業
、
福
祉
、
医
療
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
昨
年
度
を
上
回
る

1
0
0
回
超
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

近
年
、
世
間
の
体
育
会
系
の
評
価
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
本
学
の
学
生
へ
の

各
業
界
か
ら
の
期
待
や
採
用
ニ
ー
ズ

は
、
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。3

月
1
日
時
点
で
は
、
企
業
等
に
就

職
す
る
卒
業
生
は
2
6
7
人
（
企
業
・

ス
ポ
ー
ツ
関
連
・
医
療
・
福
祉
・
自
営

業
）
で
、
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
や
学
内

セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
進
路
を
決

定
す
る
学
生
も
多
い
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
学

生
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
、
自
分
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
計
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
」
と
し
、
あ
い
さ

つ
や
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
、
社
会
の

ル
ー
ル
を
順
守
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣

の
重
要
性
（
1
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
）
か
ら
、
社
会
の
仕
組
み
や
業

種
・
職
種
研
究
、
社
会
人
と
し
て
の
心

構
え
や
常
識
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
）
な
ど
を
通
し

て
、
よ
り
積
極
的
に
支
援
を
進
め
、
社

会
で
活
躍
す
る
学
生
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。【
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
】

1
、
2
年
生
を
対

象
に
し
た
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ス
タ
が
2
月

3
、4
両
日
行
わ
れ
、

1
、
2
年
生
と
も
真

剣
に
向
き
合
っ
た
。

2
年
生
対
象
の
フ
ェ

ス
タ
に
は
、
初
め
て

教
育
学
部
の
学
生
も

加
わ
っ
た
。

「
来
年
の
目
標
、卒

業
後
の
目
標
を
考
え

て
み
る
〜
O
B
・

O
G
か
ら
『
社
会
』

を
考
え
よ
う
‼
〜
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
2

年
生
の
フ
ェ
ス
タ
。

入
学
時
に
教
育
関

係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連

企
業
に
進
み
た
い
意

向
が
圧
倒
的
に
多
い

2
年
生
に
と
っ
て
、

商
社
や
メ
ー
カ
ー
な

ど
企
業
に
つ
い
て
聞

く
の
は
初
め
て
と
あ
っ
て
「
会
社
、
企
業
、
社
会

の
話
し
」
に
高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

“
ミ
ス
マ
ッ
チ
”
で
、
就
職
し
た
の
に
す
ぐ
に
辞

め
る
傾
向
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
企
業
担
当
者
が

「
大
学
生
活
の
中
で
ど
ん
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
学
生
生
活
を
送
れ
ば
良
い

の
か
、
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
が
必
要
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
。

教
員
関
係
で
は
、
平
成
29
年
度
教
員
採
用
試
験

に
合
格
し
た
4
年
生
が
学
生
生
活
を
振
り
返
り
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
方
が

良
い
」
な
ど
の
話
を
し
、
2
年
生
か
ら
は
熱
心
な

質
問
が
続
い
た
。

1
年
生
は
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
勝
矢
寿

延
さ
ん
と
神
戸
市
立
摩
耶
兵
庫
高
校
で
教
べ
ん
を

と
る
石
川
一
弥
さ
ん
（
14
期
生
）
の
講
演
を
聴
い

た
。「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
続
け
る
と
夢
は
実
現

す
る
。
目
標
を
持
っ
て
、
今
日
か
ら
で
も
行
動
を

起
こ
し
て
く
だ
さ
い
」。

93
年
の
米
国
W
杯
ア
ジ
ア
地
区
最
終
予
選
で
、

左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
都
並
敏
史
と
い
う
絶
対
的
な

選
手
が
故
障
。
空
い
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
か
ん
だ

の
が
勝
矢
さ
ん
だ
っ
た
。「
自
分
は
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
を
考
え
て
行
動
し
た
」。
そ
の
中
で
巡

っ
て
き
た
北
朝
鮮
と
の
第
3
戦
。
こ
こ
で
結
果
を

残
し
た
勝
矢
さ
ん
は
先
発
に
名
を
連
ね
、
主
力
に

定
着
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
02
年
に
両
目
を
失
明
す
る
病
を

患
い
な
が
ら
、
現
在
も
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
光

を
失
っ
て
か
ら
は
国
立
神
戸
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー

で
1
年
間
訓
練
し
て
点
字
を
学
び
、
懸
命
の
努
力

の
甲
斐
が
あ
り
、
わ
ず
か
2
年
半
で
再
び
教
壇
に

戻
っ
た
。

現
在
勤
務
す
る
高
校
で
は
「
学
校
に
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
子
ど
も
達
も
い
る
。
病
気
で
失
明

し
、
家
か
ら
出
た
く
な
い
、
や
る
気
が
起
こ
ら
な

い
と
い
っ
た
自
分
の
経
験
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
子

ど
も
達
の
気
持
ち
が
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
し
、
教
員
を
目
指
す
学
生
に
は
「
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
、
学
校
に
来
て
よ
か
っ

た
な
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
先
生
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

公務員現役合格者延べ91人、過去5年間で最多
向上していく進路への意識！　就職状況

キャリアフェスタで� �
� 意識改革

1、2年対象、教育学部生初参加

石川一弥さん
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第
18
回
と
19
回
博
士
論
文
発
表
会

が
1
月
18
日
と
21
日
、
本
学
L
号
館

（
開
学
50
周
年
記
念
棟
）L
3
0
1
教

室
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
参
加
者
、

1
0
9
人
（
延
べ
）
を
前
に
4
人
が

発
表
し
た
。

第
18
回
発
表
会
で
は
、
片
上
絵
梨

子
さ
ん
と
国
正
陽
子
さ
ん
が
、
第
19

回
発
表
会
で
は
、
清
水
聖
志
人
さ
ん

と
陳
昱
龍
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
会

に
臨
ん
だ
。
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
関
係
す
る
ト

ピ
ッ
ク
の
研
究
が
多
い
の
が
特
徴
だ

っ
た
。

発
表
会
後
、
4
人
と
も
学
位
論
文

を
完
成
し
、口
頭
試
問
を
無
事
終
え
、

博
士
の
学
位
授
与
の
資
格
を
得
た
。

博
士
の
学
位
取
得
は
、
通
過
点
と
良

く
言
わ
れ
る
。
学
位
取
得
後
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
。

�

【
体
育
学
部
教
授　

石
川
昌
紀
】

4人の博士誕生　博士論文発表会

各
発
表
に
苦
心
の
跡

修
士
論
文
発
表
会

第
28
回
大
学
院
修
士
論
文
発
表
会
が
1
月
21
日

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
＝
。
発
表
さ
れ
た
17
演
題
は
、

野
外
活
動
、
医
学
、
体
育
科
教
育
学
、
心
理
学
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
、
本
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究

科
の
多
様
な
研
究
分
野
を
反
映
し
て
、
大
変
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
た
。
荒
木
雅
信

研
究
科
長
か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
2
年

間
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
発
表
が
堂
々
と
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
訓
示
が
あ
っ
た
。

近
年
は
1
会
場
で
す
べ
て
の
演
題
の
発
表
を
行

う
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
に
し
て
3

度
目
の
修
士
論
文
発
表
会
だ
っ
た
が
、
分
野
を
ま

た
い
で
す
べ
て
の
発
表
を
聞
き
、
ま
た
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、

良
い
機
会
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
本
学
大
学
院

研
究
科
は
、
多
く
の
研
究
領
域
を
有
し
た
総
合
的

な
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
の
組
織
で
あ
り
、
そ
う
し

た
特
性
を
生
か
す
た
め
に
も
1
会
場
で
の
開
催
は

効
果
的
で
あ
ろ
う
。

発
表
で
は
、
10
分
程
度
の
発
表
時
間
の
中
で
、

2
年
間
の
研
究
活
動
で
得
て
き
た
知
見
を
披
露
す

る
こ
と
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
た
熱

の
こ
も
っ
た
発
表

が
続
い
た
。
も
ち

ろ
ん
短
い
時
間
の

中
で
述
べ
ら
れ
る

こ
と
は
少
な
く
、

各
発
表
と
も
ど
の

よ
う
に
集
約
し
て

効
果
的
に
伝
え
る

か
、
と
い
う
点
に

苦
心
し
た
跡
が
う

か
が
え
た
。

お
そ
ら
く
は
自
分
の
表
現
し
た
い
こ
と
が
表
現

し
き
れ
ず
に
、
不
完
全
燃
焼
で
あ
っ
た
学
生
も
い

た
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え

を
時
間
の
制
約
な
く
表
現
で
き
る
こ
と
は
む
し
ろ

少
な
く
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
10
分
に
ま
と
め
る
と

い
う
作
業
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

最
後
に
本
年
度
で
退
職
さ
れ
る
中
大
路
哲
教
授

よ
り
、
閉
会
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
長

年
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
で
の
指
導
に
な

ぞ
ら
え
、
地
道
な
努
力
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

修
士
論
文
発
表
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
運
営
や

事
前
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆

様
、
当
日
座
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

【
体
育
学
部
准
教
授　

菅
生
貴
之
】

清水聖志人（指導教官 土屋裕睦）：
トップレベル競技者におけるライフス
キルとキャリア形成の関連：トップレ
ベルレスリング競技者を対象として

陳　昱龍（指導教官 土屋裕睦）：
スポーツにおけるライフスキルに
関する中日比較研究

片上絵梨子（指導教官 土屋裕睦）：Influence 
of received social support on athletesʼ 
self-confidence and psychological well-being

国正陽子（指導教官 石川昌紀）：下腿の骨
格・筋腱形態の発育過程における変化とケ
ニアのエリート陸上中長距離選手の特徴

「
問
う
」
が
求
め
ら
れ
る
卒
論

体
育
学
部
卒
論
発
表
会

体
育
学
部
の
平
成
28
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
は

1
月
14
日
行
わ
れ
、
15
題
の
発
表
が
あ
っ
た
＝
写

真
＝
。
多
数
の
学
生
と
教
員
の
参
加
の
も
と
で
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
発
表

が
行
な
わ
れ
た
。

私
は
昨
年
度
に
続
き
教
務
委
員
長
と
し
て
参
加

し
た
。
私
の
所
属
す
る
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
は
大

学
で
学
問
す
る
た
め
の
基
礎
力
の
充
実
、
及
び
多

様
な
視
点
獲
得
の
た
め
の
教
養
教
育
を
担
当
し
て

い
る
。
初
年
次
の

「
日
本
語
技
法
」等

の
基
礎
教
育
科
目

と
一
般
教
育
科
目

だ
。
卒
業
論
文
発

表
会
は
、
そ
れ
ら

の
教
育
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え

る
よ
い
機
会
に
な

る
。卒

業
論
文
は
、

専
門
教
育
の
内
容

か
ら
問
い
を
見
つ
け
、
そ
の
答
え
を
導
く
営
み
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
問
い
を
立
て
、
問
い
に

対
す
る
答
え
を
求
め
て
調
査
、
実
験
、
観
察
、
文

献
収
集
を
行
い
、
そ
れ
ら
事
実
か
ら
論
理
的
に
答

え
を
導
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
経
験
は
重
要
だ
。
意
見
を
述
べ
る
に
は
根

拠
を
客
観
的
、
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
実
感
で
き
る
。

大
学
は
「
学
び
」「
問
う
」
場
だ
。
卒
業
論
文
で
は

そ
の
「
問
う
」
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
経
験

は
、
将
来
直
面
す
る
課
題
に
対
処
す
る
際
に
生
か

さ
れ
る
。
事
実
か
ら
導
け
る
こ
と
と
、
自
分
の
伝

え
た
い
こ
と
を
混
同
し
な
い
態
度
を
身
に
つ
け
る

の
は
特
に
有
用
だ
。

大
学
で
学
問
に
真
剣
に
取
り
組
む
価
値
は
、
問

に
対
す
る
答
え
を
、
事
実
に
基
づ
き
導
く
こ
と
が

容
易
で
な
い
こ
と
を
経
験
を
し
た
点
に
あ
る
。
卒

業
論
文
は
ま
さ
に
そ
の
経
験
を
強
く
さ
せ
て
く
れ

る
機
会
だ
ろ
う
。
今
回
の
発
表
会
に
参
加
し
て
そ

の
思
い
を
強
く
し
た
。

�

【
体
育
学
部
教
務
委
員
長　

工
藤
俊
郎
教
授
】
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3
会
場
で
1
2
8
人
が
発
表

健
康
福
祉
学
部
卒
論
発
表
会

1
月
19
日
（
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
系
は
19
、
26
日
の

両
日
）
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
系
、
教
育
福
祉
系
、

ス
ポ
ー
ツ
福
祉
系
の
3
会
場
に
分
か
れ
、
総
計

1
2
8
人
の
卒
業
論
文
発
表
会
を
実
施
し
た
＝
写

真
＝
。
卒
業
論
文
作
成
が
必
修
と
な
っ
て
か
ら
始

め
た
卒
論
発
表
会
だ
が
、
今
年
で
4
回
目
に
な
る
。

3
年
生
の
時
か
ら
温
め
て
き
た
テ
ー
マ
を
、
卒

論
と
し
て
ま
と
め
て
提
出
し
た
の
が
、
昨
年
12
月

初
旬
。
発
表
当
日
は
、
3
年
生
を
前
に
緊
張
し
た

面
持
ち
な
が
ら
、
書
き
上
げ
た
と
い
う
自
信
が
伝

わ
っ
て
く
る
4
年
生
た
ち
だ
っ
た
。

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
系
の
学
び
に
と
ら
わ

れ
ず
個
々
の
興
味
関
心
、
自
由
な
発
想
を
大
切
に

設
定
さ
れ
、
文
献
研
究
、
調
査
研
究
、
実
践
研
究
、

事
例
研
究
と
さ
ま
ざ
ま
。
健
康
福
祉
学

部
の
卒
論
の
特
徴
と
い
え
る
の
は
、
学

生
は
4
年
間
、
社
会
福
祉
・
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
領
域
全
体
を
学
ん
で
い
る
の

で
、
3
つ
の
方
向
か
ら
自
由
に
切
り
込

ん
で
い
る
テ
ー
マ
が
多
い
こ
と
、
自
ら

の
実
践
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、
ひ
と
つ
「
ス
ポ
ー
ツ
」

と
言
っ
て
も
、
競
技
力
の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人

と
と
も
に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
追
求
、

重
い
病
気
の
た
め
に
入
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
子
ど
も
へ
の
運
動
の
実
践
、
幼

児
体
育
の
実
践
、
そ
し
て
教
育
現
場
で

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
ま
で
幅

広
い
と
い
う
こ
と
だ
。

も
う
少
し
時
間
を
か
け
れ
ば
、
も
っ

と
よ
い
論
文
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う

も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
省
も
含
め
、

4
年
生
に
は
大
学
生
活
最
後
の
ま
と
め

に
ふ
さ
わ
し
い
全
力
投
球
の
卒
論
発
表

会
と
な
っ
た
と
思
う
。

�【
健
康
福
祉
学
部
長　

板
原
和
子
教
授
】

NEWS

3
教
員
に
大
島
鎌
吉
賞

優
れ
た
指
導
者
な
ど
を
顕
彰
す
る
大
島
鎌
吉
賞

の
授
与
式
が
3
月
2
日
、
本
学
中
央
棟
大
会
議
室

で
行
わ
れ
、
体
育
学
部
の
楠
本
繁
生
准
教
授
、
松

田
基
子
准
教
授
、
村
上
雷
太
助
教
の
3
人
に
、
野

田
賢
治
理
事
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

野
田
理
事
長
は
「
今
年
も
3
名
の
先
生
方
に
こ

の
賞
を
授
与
で
き
て
う
れ
し
く
思
う
。
本
学
の
競

技
力
、
ク
ラ
ブ
の
力
が
受
験
生
確
保
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
だ
け
で
な
く
、
大
学

が
世
の
中
に
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か

を
考
え
る
良
い
機
会
で
も
あ
る
。
直
接
ク
ラ
ブ
活

動
に
か
か
わ
っ
て
い
な
く
と
も
、『
日
本
一
の
ク
ラ

ブ
に
負
け
な
い
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
れ
を
受
け
て
楠
本
准
教
授
は
「
日
ご
ろ
か
ら

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
教
職
員

の
み
な
さ
ん
や
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
先

生
方
の
力
、
何
よ
り
学
生
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
た
。
学
生
が
4
年
間

を
過
ご
し
、
卒
業
す
る
時
に
、
大
体
大
に
来
て
良

か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
け
れ
ば
と
思
う
」
と
学
生
を
思
い
や
り
、
松
田

准
教
授
は
「
昨
年
に
引
き
続
き
受
賞
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
る
学
生
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。
大
体

大
の
卒
業
生
と
し
て
母
校
の
指
導
が
で
き
る
こ
と

は
本
当
に
幸
せ
だ
と
実
感
し
て
い
る
。
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
し
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
く

て
悔
し
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
や
り
が
い
を
感

じ
な
が
ら
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
情
熱
を
持
ち
続
け
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
喜
び
と
決
意
を
述
べ
た
。

最
年
少
受
賞
の
村
上
助
教
（
現
講
師
）
は
「
こ

の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
神

﨑
先
生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
、

指
導
を
い
た
だ
き
、
何
よ
り
も
学
生
が
頑
張
っ
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
る
。
一
日
一
日

を
大
切
に
し
て
、
学
生
と
と
も
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

楠
本
准
教
授
は
、「
高
松
宮
杯
第
52
回
全
日
本
女

子
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
で
優
勝
、

松
田
准
教
授
は
「
平
成
28
年
度
講
道
館
杯
体
重
別

選
手
権
大
会
」で
山
本
沙
羅
選
手
を
3
位
に
導
き
、

村
上
助
教
（
現
講
師
）
は
「
第
64
回
全
日
本
学
生

剣
道
選
手
権
大
会
優
勝
」
が
評
価
さ
れ
た
。

授与式に臨んだ野田理事長、村上助教（現講師）、松田、楠本准教授、岩上学長（左から）
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1
個
人
2
団
体
に
後
期
学
長
賞

平
成
28
年
度
後
期
学
長
表
彰
式
が
1
月
20
日
、

行
わ
れ
、
1
個
人
、
2
団
体
が
受
賞
。
選
手
た
ち

の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
。

壇
上
に
上
が
る
選
手
た
ち
の
表
情
が
誇
り
に
満

ち
溢
れ
て
い
た
。
今
回
は
、
1
個
人
、
2
団
体
と

受
賞
対
象
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
素
晴

ら
し
い
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
第
52
回
高
松

宮
記
念
杯
で
優
勝
し
て
見
事
4
連
覇
を
達
成
。
対

学
生
1
0
3
連
勝
と
い
う
前
人
未
踏
の
金
字
塔
を

打
ち
立
て
た
。
佐
々
木
春
乃
前
主
将
（
体
育
4
年
）

は
「
こ
れ
で
3
年
連
続
で
の
受
賞
だ
が
、
自
分
た

ち
の
代
で
も
ら
え
る
の
は
格
別
。
周
り
の
サ
ポ
ー

ト
に
感
謝
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。
同
部
は
12
月

に
行
わ
れ
た
第
68
回
全
日
本
選
手
権
で
も
実
業
団

相
手
に
連
勝
し
、
初
の
4
強
に
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。

“
楠
本
軍
団
”
の
勢
い
は
ま
だ
ま
だ
止
ま
り
そ
う
に

な
い
。

剣
道
部
男
子
は
、
第
64
回
全
日
本
学
生
剣
道
優

勝
大
会
で
優
勝
し
、
13
年
ぶ
り
3
回
目
の
学
生
日

本
一
に
輝
い
た
。
剣
道
部
は
厳
し
い
練
習
を
乗
り

越
え
て
の
栄
冠
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
日
7
時
過
ぎ
か

ら
の
早
朝
練
習
を
し
て
き
た
。
休
み
も
月
に
2
回

あ
れ
ば
良
い
方
だ
と
い
う
。
バ
イ
ク
通
学
や
ア
ル

バ
イ
ト
も
禁
止
で
、
ま
さ
に
「
剣
道
漬
け
」
の
毎

日
。
上
原
裕
次
郎
前
主
将
（
同
）
は
、「
ず
っ
と
目

標
に
し
て
き
た
日
本
一
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う

な
賞
ま
で
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
。
練
習
は
嘘
を

つ
か
な
い
の
で
、
後
輩
た
ち
に
も
剣
道
と
向
き
合

っ
て
連
覇
を
成
し
遂
げ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

唯
一
個
人
で
の
受
賞
と
な
っ
た
金
持
義
和
選
手

（
大
学
院
）
は
個
人
で
タ
イ
ト
ル
を
総
ナ
メ
に
し

た
。
金
持
選
手
は
第
11
回
日
本
ろ
う
者
水
泳
選
手

権
大
会
で
百
㍍
、
二
百
㍍
背
泳
ぎ
、
五
十
㍍
自
由

形
で
優
勝
。
大
学
院
で
研
究
も
続
け
て
お
り
、
文

武
両
道
を
形
に
し
て
見
せ
た
。
金
持
選
手
は
壇
上

で
「
絶
対
に
4
年
前
の
自
分
を
越
え
る
」
と
、
今

年
行
わ
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
意
欲
を
語
っ

た
。
今
大
会
は
自
信
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
に
違
い
な
い
。

岩
上
安
孝
学
長
も
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
背
中
を
押

し
た
。
今
、
各
部
活
動
で
は
新
チ
ー
ム
と
な
り
世

代
交
代
が
進
ん
で
い
る
。
次
回
の
表
彰
式
で
は
誰

が
、
ど
の
部
活
動
が
選
ば
れ
る
の
か
。
今
か
ら
楽

し
み
だ
。【
学
生
記
者　

竹
村　

岳
】

ゼ
ミ
生
2
人
受
賞
、�

�
�

日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
会
で

体
育
学
部
教
授　

藤
本
淳
也

日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
会
第
4
回
冬
季
学
術
集

会
は
2
月
11
日
、
大
阪
成
蹊
大
学
で
開
催
さ
れ
、

藤
本
研
究
室
の
４
年
生
5
人
が
卒
業
論
文
を
発
表

し
た
。
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
賞
（
学
部
の
部
）
で

齊
藤
圭
祐
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
原
田
愛
里
紗
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
学
術
学
会
で
の
発
表
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
学
生
諸
君
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
研
究
に
ご
協
力
を
頂
い
た
学
内
外
の
関

係
者
の
皆
様
に
こ
こ
ろ
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

の
研
究
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
理
論
を
学
び
、
実
践
に
触
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
に
寄
与
す
る
研
究
を
ま
と
め
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
演
習
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス

雑
誌
記
事
の
レ
ビ
ュ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
論
文
の
レ
ビ
ュ
ー
を

繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
研
究
室
が
展
開

す
る
5
〜
8
の
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
デ
ー
タ
入
力
・
分
析
、
報
告
書
作

成
の
役
割
が
あ
て
ら
れ
、
そ
れ
に
加
え

て
4
年
生
は
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
忙
し
い

研
究
室
」
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
力

を
つ
け
た
４
年
生
と
、
彼
ら
の
支
え
と

な
っ
た
大
学
院
生
の
全
員
の
成
長
が
認

め
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
う
。　
　

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
と
共
に
新
た
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
発
表

と
テ
ー
マ
は
下
記
の
通
り
。

 

齊
藤
圭
祐
（
最
優
秀
賞
）「
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ

ジ
ア
ム
の
ス
タ
ジ
ア
ム
雰
囲
気
に
関
す
る
研
究　

ス
タ
ジ
ア
ム
雰
囲
気
尺
度
を
用
い
た
観
戦
者
調
査

の
分
析
か
ら
」
▽
原
田
愛
里
紗
（
優
秀
賞
）「
女
性

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
意
識
に

関
す
る
研
究　
“
セ
レ
女
”
に
注
目
し
て
」
▽
立
間

悠
暉
「
関
西
学
生
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
新
聞
露
出
価

値
に
関
す
る
研
究　

種
目
間
と
チ
ー
ム
間
の
比
較

分
析
」
▽
松
山
倫
也
「
高
校
生
の
大
学
P
R
動
画

視
聴
が
大
学
認
知
と
大
学
イ
メ
ー
ジ
に
及
ぼ
す
影

響
」
▽
中
村
優
志
「
B
リ
ー
グ
観
戦
者
の
特
性
に

関
す
る
研
究　

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た
観
戦

者
の
分
類
」

（前列左から細川事務局長、佐々木さん、岩上学長、上原さん、金持さん）

受賞を喜ぶ齊藤さん（左）、原田さん
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最
終
講
義
に
つ
い
て

―
ご
三
方
は
そ
れ
ぞ
れ
最
終
講
義
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
言
い
足

り
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
お
話

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本　

言
い
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
よ

り
も
、
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
多
す
ぎ
て
、
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。
で
も
自
分
の
本
音
で
話
が
出

来
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滝
瀬　

か
な
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
私

の
場
合
、
水
泳
部
の
こ
と
は
全
然
話
さ

な
か
っ
た
。
学
生
た
ち
と
歴
史
を
振
り

返
っ
た
り
、
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
申
し
訳
な
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き

姿
、
一
番
苦
し
か
っ
た
勉
強
の
こ
と
だ

け
は
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。

言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
は
、
水
泳

に
関
す
る
こ
と
で
す
。
研
究
の
と
こ
ろ

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

―
中
大
路
先
生
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
と
、
最
終
講
義
と
い
う
二
部
構

成
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

中
大
路　

大
阪
の
中
体
連
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
講
習
会
を
各
地
区
持
ち
回
り
で
、
毎

年
や
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
私
が
泉

南
地
区
担
当
で
、（
男
子
の
）
卒
業
生
、

浜
口
君
が
熊
取
中
学
で
指
導
し
て
い
た

の
で
、
体
育
館
で
1
時
間
、
実
技
を
や

り
、
教
室
で
1
時
間
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
言
い
足
り
な
か

っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

自
分
の
ク
ラ
ブ
に
愛
着
を
持
つ
た
め

に
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

そ
の
た
め
の
方
法
を
指
導
者

と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
他
の
大
学
と
は
違

う
ん
だ
と
い
う
意
識
を
持
た

せ
な
い
と
試
合
に
も
勝
て
な

い
で
す
。

―
「
私
に
と
っ
て
大
阪
体

育
大
学
と
は
」
を
6
0
0
字

く
ら
い
に
ま
と
め
る
と
し
た

ら
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
か
？

滝
瀬　

母
校
で
す
の
で
、
母

校
愛
の
気
持
ち
は
あ
り
ま

す
。若
い
時
は
特
に
で
す
が
、

体
育
大
学
の
学
生
が
悪
口
を

言
わ
れ
た
ら
、
前
に
出
て
か

ば
っ
て
や
る
と
い
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
し
た
。
私
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
ん
ち
ゃ
く
れ
だ

っ
た
で
す
。
私
が
一
番
嫌
だ
っ
た
の
は
、

「
体
大
生
は
出
来
な
い
」
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
を
張
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
も
の
す
ご
く
反
感
が
あ
り
ま

し
た
。

大
学
に
入
っ
て
か
ら
し
ん
ど
か
っ
た

で
す
ね
。
水
泳
担
当
は
僕
1
人
、
授
業

が
12
コ
マ
。
朝
、昼
、夜
連
は
室
内
プ
ー

ル
を
借
り
ま
し
た
。

体
育
大
学
の
学
生
は
根
性
が
あ
り
ま

す
。
勉
強
は
根
性
が
な
か
っ
た
ら
だ
め

で
す
。
体
力
も
必
要
で
す
。
レ
ッ
テ
ル

を
張
ら
れ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
体

大
生
は
、
ち
ょ
っ
と
き
っ
か
け
を
与
え

て
や
れ
ば
出
来
ま
す
よ
。
夢
を
達
成
出

来
る
と
こ
ろ
が
体
大
生
の
一
番
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
先
生
方
全
体
で
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
い
け
ば
本
当
に
良
い
大
学
に

な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

坂
本　

人
生
の
7
割
以
上
こ
こ
に
い
た

わ
け
で
す
か
ら
、
生
き
ざ
ま
を
こ
の
中

で
ど
う
発
揮
す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら

始
め
た
の
で
す
。
1
年
に
一
度
し
か
あ

が
れ
な
い
4
部
リ
ー
グ
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
そ
の
時
に
私
は

「
こ
ん
な
こ
と
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
な
ん
て

や
っ
て
面
白
く
な
い
だ
ろ
う
。
1
部
に

上
が
っ
て
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
言
っ
た

ら
、
上
級
生
が
白
け
ま
し
て
ね
。「
だ
け

ど
や
る
か
ら
に
は
や
ろ
う
」
と
や
っ
た

わ
け
で
す
。
4
年
間
で
1
部
に
上
が
ら

れ
な
く
て
、
そ
の
年
の
夏
に
上
が
り
、

今
度
は
「
ど
う
し
た
ら
日
本
一
を
取
れ

る
か
」
に
な
り
ま
し
た
。「
教
育
が
ベ
ー

ス
に
な
い
と
サ
ッ
カ
ー
だ
け
や
っ
て
も

仕
方
が
な
い
」
と
、
次
の
年
か
ら
全
学

３教授、大いに語る
―特別座談会ー

大阪体育大学創成期から大学とともに歩まれ、今日の礎を築かれたご三方が定年退官されます。「西
の大体大、東の日体大」と言われるまでにさせていただいたご三方にお集りいただき、大学での思
い出、これから大学に期待することなど、忌憚のないお話をしていただきたいと思います。
� 【司会はOUHSジャーナル編集長�相馬卓司客員教授、写真は中村優志】
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生
の
成
績
を
チ
エ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

日
本
一
に
な
っ
た
ら
彼
ら
も
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
仕
事
が
出
来
る
け
ど
、
2

部
、
3
部
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
ら
“
死

ん
で
し
ま
う
”
と
い
う
思
い
が
強
か
っ

た
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
強
く
な
っ
て

卒
業
生
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
、
私
の
生
活
の
中
に
あ
り

ま
し
た
。

1
部
に
上
が
っ
た
年
に
後
援
会
が
出

来
、
10
万
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
す
け
ど
、

「
こ
れ
で
サ
ッ
カ
ー
部
を
強
く
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
思
い
が
皆
さ
ん
か
ら
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
が
送
り

出
し
た
卒
業
生
が
約
1
5
0
0
人
。
そ

の
う
ち
5
0
0
人
以
上
が
全
国
で
教
員

を
し
、
ま
た
サ
ッ
カ
ー
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
一
番
の
喜

び
で
す
。
卒
業
生
が
頑
張
っ
て
く
れ
、

そ
の
息
子
た
ち
が
来
て
く
れ
る
。
30
人

近
く
い
ま
す
。

高
校
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
一
に
な
っ
た

O
B
で
、
青
森
山
田
の
黒
田
監
督
の
息

子
が
（
大
体
大
に
）
来
て
く
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
通
っ
た
体
育
大
学
で
、「
指

導
者
に
な
る
た
め
の
勉
強
が
し
た
く
て
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。

―
苦
労
し
た
時
期
が
あ
っ
て
1
部
に

定
着
し
、
さ
ら
に
学
生
日
本
一
に
な
る

と
い
う
偉
業
ま
で
達
成
さ
れ
ま
し
た
け

ど
、
先
生
ご
自
身
が
考
え
て
い
た
こ
と

が
あ
る
程
度
な
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

坂
本　

そ
う
で
す
ね
。
高
校
の
恩
師
か

ら
「
高
校
に
帰
っ
て
来
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
大
学
に
残
り
ま
し
た
。
教

員
と
い
う
仕
事
は
「
無
限
大
に
い
ろ
ん

な
こ
と
が
広
が
る
」
と
目
標

を
持
た
せ
、
そ
の
中
で
何
を

選
択
さ
せ
て
や
る
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
と
、
教
員
と
し
て

良
い
生
徒
を
育
て
る
、
生
き

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
、
本
当
に
よ

く
体
が
持
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
よ
。

―
中
大
路
先
生
も
苦
労
の

時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
て

“
常
勝
軍
団
”に
さ
れ
た
わ
け

で
す
け
ど
。

中
大
路　

僕
は
大
体
大
の
卒

業
生
で
は
な
く
、
妙
な
ご
縁

で
来
ま
し
た
。
教
員
採
用
試

験
に
受
か
っ
て
い
た
の
で
、

高
校
の
教
員
に
な
っ
て
い
た

は
ず
な
の
で
す
け
ど
、
細
川

先
生
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
て
来
た
訳

で
す
。
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
い
こ
ろ
、（
大
体
大
に
）
勤
め
て

い
て
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
大
学
か
ら
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
61
年
の
神
戸
の
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
の
時
に
、
私
の
恩
師
に
「（
筑
波

大
に
）
来
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

お
断
り
し
ま
し
た
。
そ
の
辺
か
ら
体
大

に
骨
を
埋
め
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き

り
し
ま
し
た
。
妙
な
こ
と
に
私
の
先
輩
、

後
輩
か
ら
選
手
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
な
い
で
す
。

大
体
大
の
卒
業
生
か
ら
は
、
何
人
か

い
る
の
で
す
け
ど
ね
。
日
体
大
だ
っ
た

り
、
中
京
大
だ
っ
た
り
、
福
岡
大
だ
っ

た
り
、
他
の
大
学
を
卒
業
し
た
先
生
方

か
ら
選
手
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
関
東
の
大
学
に
勝
て

な
い
の
で
、
高
校
の
先
生
方
と
お
付
き

合
い
し
て
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
、
チ
ー
ム
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

「
東
だ
っ
た
ら
日
体
大
、
西
は
大
体

大
」
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
や
ら

な
い
と
チ
ー
ム
は
強
く
な
ら
な
い
し
、

選
手
も
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
西

に
は
大
体
大
が
あ
る
ん
だ
」
と
指
名
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
大
学
と
し
て
も

っ
と
売
り
出
し
た
ら
、
卒
業
生
も
た
く

さ
ん
い
る
し
、
こ
れ
だ
け
施
設
が
充
実

し
た
大
学
で
す
か
ら
、（
学
生
は
）
来
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
は

「
教
員
免
許
を
取
れ
る
」
こ
と
は
知
っ
て

い
て
も
（
充
実
し
た
施
設
の
）
中
身
を

知
ら
な
い
で
す
よ
。

大
体
大
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

―
ご
三
方
の
一
致
し
た
思
い
は
「
大

体
大
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
」
を
持
っ

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

坂
本　

実
績
を
残
さ
な
い
と
プ
ラ
イ
ド

は
持
て
ま
せ
ん
。
学
生
が
日
本
一
と
い

う
体
験
を
し
な
い
と
プ
ラ
イ
ド
な
ん
て

持
て
ま
せ
ん
よ
。
筑
波
が
あ
り
、
早
稲

田
、
慶
応
、
明
治
、
中
央
、
順
天
な
ど

が
あ
る
中
で
、
関
東
と
戦
う
の
だ
と
い

う
こ
と
、
そ
こ
で
勝
つ
と
い
う
こ
と
は

ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
か
、
強
烈
に
感

じ
ま
し
た
。

滝
瀬　

学
生
を
含
め
て
、
大
学
が
プ
ラ

イ
ド
を
高
め
る
よ
う
な
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
学
生
時
代
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ

る
よ
う
な
教
育
が
必
要
で
す
。

中
大
路　

僕
が
昭
和
49
年
に
来
た
こ
ろ

は
、
5
期
生
、
6
期
生
の
時
で
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
大
体
大
は
知
っ
て
い
た

け
ど
、
浪
商
学
園
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
リ
ク
ル
ー
ト
に
行
っ
て
、
名
も
な

い
よ
う
な
、
単
に
教
員
免
許
だ
け
出
す

よ
う
な
大
学
と
、
大
体
大
が
比
べ
ら
れ

る
な
ん
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
よ
。

滝
瀬　

体
育
大
学
に
来
た
ら
自
信
を
つ

け
て
あ
げ
な
い
と
。
坂
本
先
生
が
競
技

の
面
で
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
「
こ
れ
が
体
育
大
学
の
学
生
か

‼
」
と
思
わ
れ
る
の
が
ち
ょ
っ
と
弱
い

と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
大
体
大
を
担
っ
て
い
く

若
手
の
先
生
の
肩
に
も
か
か
っ
て
き
ま

す
ね
。
自
分
の
大
学
に
自
信
を
持
て
な

い
学
生
が
結
構
見
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら

ね
。

滝
瀬　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
。
戦
わ

ず
し
て
負
け
る
こ
と
で
は
ダ
メ
だ
と
い

う
こ
と
、
全
体
を
見
て
も
そ
う
思
い
ま

す
ね
。
自
信
の
な
い
大
学
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
感
じ
で
す
ね
。

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

―
ご
自
身
た
ち
が
大
体
大
の
教
員
と

し
て
お
ら
れ
た
中
で
、
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

中
大
路　

2
回
（
イ
ン
カ
レ
で
）
勝
つ

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
に
勝
て
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
特
に
2
回
目
の
時
が
そ

の
思
い
が
強
い
で
す
。
1
回
目
の
時
の

方
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。
2
回
目
の
時

は
選
手
に
力
が
な
く
て
、
関
西
2
位
、

ノ
ー
シ
ー
ド
で
い
っ
て
、
結
局
最
終
的

に
筑
波
、
早
稲
田
に
勝
っ
て
優
勝
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
一
番
印
象
に
残
り
ま
す

ね
。力

が
な
く
て
も
選
手
な
り
の
プ
ラ
イ

ド
が
持
っ
て
戦
い
、
や
り
よ
う
に
よ
っ

て
は
勝
て
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
の
証
明

で
す
。
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
イ

ン
カ
レ
は
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で
「
う

ち
み
た
い
な
チ
ー
ム
が
筑
波
、
早
稲
田

に
勝
つ
と
い
う
の
が
イ
ン
カ
レ
な
ん
だ
」

と
答
え
ま
し
た
。
関
東
何
す
る
も
の
ぞ

と
い
う
気
構
え
持
っ
て
大
体
大
が
勝
て

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
準
決

勝
、
筑
波
、
決
勝
、
早
稲
田
と
な
っ
て

嫌
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。（
笑
）

坂
本　

ひ
と
つ
は
、
若
く
し
て
阪
大
の

教
授
に
な
ら
れ
た
先
生
が
お
ら
れ
「
若

い
者
は
勉
強
勉
強
し
ろ
」
と
怒
ら
れ
ま

し
て
、
あ
る
時
「
お
れ
の
卒
論
は
こ
ん

な
ん
だ
」
と
紙
切
れ
1
枚
ぽ
ん
と
出
し
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て
「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
を
見
て
み
ろ
。
こ

れ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
な
っ
た
計
算

式
な
ん
だ
」
っ
て
見
せ
ら
れ
た
ん
で
す
。

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
質
を
求

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
い
う
こ
と

が
、
学
部
の
世
界
で
感
じ
ら
れ
た
し
、

サ
ッ
カ
ー
の
世
界
で
は
、
私
の
恩
師
と

い
う
か
、
サ
ッ
カ
ー
の
師
匠
で
あ
る
大

商
大
の
上
田
（
亮
三
郎
）
監
督
、
85
年

の
イ
ン
カ
レ
決
勝
で
対
戦
、
延
長
や
っ

て
、
再
延
長
や
っ
て
決
着
が
つ
か
ず
、

引
き
分
け
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。
私
も

部
員
も
初
め
て
の
こ
と
で
「
わ
ー
」
と

な
っ
て
い
る
時
に
、商
大
の
連
中
が
ド
ー

ッ
と
走
っ
て
き
て
胴
上
げ
し
て
く
れ
た

ん
で
す
。
大
商
大
の
監
督
の
粋
な
計
ら

い
で
し
た
。

そ
し
た
ら
今
度
は
う
ち
の
選
手
た
ち

が
、
上
田
監
督
を
胴
上
げ
、
こ
れ
は
忘

れ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
大
商
大
と
う

ち
で
は
、
う
ち
が
一
方
的
に
追
い
か
け

て
行
っ
て
、
そ
の
地
位
ま
で
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
大
商
大
は

3
年
間
、
関
西
の
タ
イ
ト
ル
、
日
本
の

タ
イ
ト
ル
、
全
て
の
タ
イ
ト
ル
を
取
り

続
け
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
の
最
後
の
年

が
う
ち
と
の
決
勝
戦
だ
っ
た
の
で
す
。

私
の
師
匠
と
一
緒
に
勝
負
出
来
る
と

い
う
最
高
の
舞
台
で
両
校
優
勝
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
ね
。

―
滝
瀬
先
生
は
研
究
す
る
た
め
に
語

学
も
一
生
懸
命
や
ら
れ
た
の
で
す
よ
ね
。

滝
瀬　

苦
し
い
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
な

ん
で
す
ね
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
れ
が
楽
し
い
の

で
す
。
悔
し
い
か
ら
（
成
績

上
位
の
者
を
）
ど
ん
ど
ん
追

い
か
け
ま
し
た
。

僕
は
お
二
人
の
よ
う
な
競

技
成
績
を
収
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
本
水
泳
連
盟
の
委
員

を
や
っ
て
い
て
、
開
会
式
、

閉
会
式
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
て
ね
。
う
ち
の
学
生
が
優

勝
し
て
く
れ
て
、
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
に
な
る
の
で
す
よ
。
う

れ
し
く
て
あ
い
さ
つ
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

―
滝
瀬
先
生
は
研
究
で
大

阪
市
医
学
会
市
長
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
ね
。

滝
瀬　

え
え
。
あ
れ
は
「
全

然
違
う
こ
と
を
や
れ
よ
」
と

言
わ
れ
て
、（
ス
イ
ス
留
学

中
）
全
く
言
葉
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
登
校
拒
否
し
ま
し
た
。

登
校
拒
否
し
た
ら
、
次
に
行
け
な
い
で

す
ね
。
で
も
だ
れ
も
助
け
て
く
れ
な
い
。

競
技
と
一
緒
で
す
。
僕
は
英
語
も
ド
イ

ツ
語
も
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
大
阪

市
医
学
会
市
長
賞
と
ア
ジ
ア
代
表
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
ふ
た
つ
賞
を

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
い
く
つ
か
学
会
賞
を
も
ら

い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
う
れ
し
く
な
か

っ
た
で
す
ね
。
失
敗
し
て
い
る
中
で
結

果
が
出
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
。
賞
を

も
ら
う
時
よ
り
そ
の
過
程
が
楽
し
か
っ

た
。

失
敗
談
は

―
や
り
残
し
た
こ
と
と
か
、
失
敗
談

な
ど
あ
れ
ば
お
伺
い
し
た
い
で
す
ね
。

滝
瀬　

卒
業
論
文
を
書
か
せ
る
時
に
、

学
生
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
指
導
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
時
に
何
気
な
く
「
何
や
っ

て
い
る
ん
だ
お
前
」
と
か
、
自
分
が
言

っ
て
い
る
言
葉
が
学
生
を
傷
つ
け
て
い

る
な
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
言
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
は

気
が
付
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
学
生

を
傷
つ
け
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
は
大
学
に
来
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

そ
こ
か
ら
人
間
関
係
が
崩
れ
て
い
く
、

そ
れ
を
修
正
す
る
の
は
も
の
す
ご
く
辛

い
で
す
。
信
頼
関
係
が
崩
れ
た
ら
、
成

り
立
た
な
い
で
す
か
ら
ね
。

―
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
い
で
す
ね
。
か

と
い
っ
て
「
良
し
、
良
し
」
と
ば
か
り

言
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
も
の
ね
。

滝
瀬　

失
敗
談
で
登
校
拒
否
に
さ
せ
た

ら
、
学
生
を
立
ち
直
ら
せ
る
の
は
も
の

す
ご
く
難
し
い
で
す
。

坂
本　

何
が
成
功
で
、
何
が
失
敗
か
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
。「
失
敗
し

た
時
こ
そ
、
も
う
1
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

い
ろ
ん
な
意
味
で
失
敗
だ
ら
け
で
す
よ
。

ず
っ
と
成
功
し
た
ま
ま
な
ん
て
、
あ
り

得
な
い
で
す
か
ら
ね
。「
な
に
く
そ
」
と

思
っ
て
や
っ
て
き
た
44
年
間
だ
と
思
い

ま
す
よ
。

中
大
路　

悔
や
ま
れ
る
の
は
イ
ン
カ
レ

で
2
回
優
勝
し
、
連
覇
が
か
か
っ
て
い

る
翌
年
の
、
決
勝
で
同
じ
4
点
差
、
そ

れ
も
最
後
に
逆
転
負
け
し
た
こ
と
で
し

た
。
う
ま
く
や
っ
て
い
れ
ば
連
覇
出
来

た
の
に
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。
2
回
と
も

反
省
し
て
み
れ
ば
、
ベ
ン
チ
ミ
ス
で
す
。

選
手
の
起
用
ミ
ス
で
す
。
力
の
あ
る
2

年
生
が
け
が
を
し
て
、
9
月
の
リ
ー
グ

戦
か
ら
出
て
き
ま
し
た
が
、
控
え
の
選

手
だ
っ
た
の
で
、
信
用
し
き
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。

決
勝
の
時
も
調
子
が
良
く
て
、
そ
の

ま
ま
最
後
ま
で
使
え
ば
良
か
っ
た
の
に
、

最
後
は
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に

戻
し
た
ら
逆
転
負
け
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
2
回
目
の
時
も
春
か
ら
全
勝
で
い

っ
て
、
1
敗
は
決
勝
の
日
体
大
戦
で
し

た
。
2
年
目
と
い
う
の
は
守
り
に
入
る

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
攻
め
て
い
れ

ば
2
回
と
も
十
分
勝
て
て
い
た
ん
で
す
。

結
局
は
1
回
目
に
失
敗
し
た
こ
と
を
、

あ
ま
り
反
省
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

ね
。
大
事
に
試
合
し
よ
う
と
思
う
と
失

敗
し
ま
す
。
守
り
に
入
っ
た
ら
絶
対
負

け
ま
す
ね
。
連
覇
の
チ
ー
ム
が
10
年
以

上
な
い
ん
で
す
よ
。

―
ご
三
方
の
学
生
時
代
と
今
の
学
生

た
ち
に
大
き
な
違
い
は
感
じ
ら
れ
ま
す

か
？

滝
瀬　

僕
ら
の
こ
ろ
は
、
や
ん
ち
ゃ
く

れ
で
し
た
ね
。
今
は
や
ん
ち
ゃ
く
れ
な

の
か
、
や
ん
ち
ゃ
く
れ
て
い
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
人
数
が
僕
ら
の
こ
ろ
は

定
員
が
1
2
0
人
で
し
た
。
坂
本
先
生

の
こ
ろ
は
、
1
8
0
人
く
ら
い
だ
っ
た

の
か
な
。
少
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
や

ん
ち
ゃ
く
れ
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、

ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

学
生
を
全
員
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら

ね
。
実
習
で
も
全
教
員
が
参
加
し
て
、

水
泳
、
ス
キ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

た
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
学
生
は
「
故

郷
は
遠
き
に
あ
り
て
近
い
も
の
、
近
く

で
あ
っ
て
遠
き
も
の
」
と
非
常
に
親
し

み
を
持
つ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
そ

こ
が
体
大
の
い
い
と
こ
ろ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

だ
か
ら
実
習
で
も
全
教
員
が
全
学
あ

げ
て
教
育
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
し

て
あ
げ
れ
ば
、
教
員
同
士
も
、
大
学
の

中
も
風
通
し
が
良
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

学
生
た
ち
と
も
触
れ
合
い
が
で
き
て
も

っ
と
面
白
く
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

学
生
数
が
増
え
て
土
台
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

培
っ
て
き
た
も
の
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
で

培
っ
て
き
た
も
の
と
で
、
彼
ら
の
か
け

が
え
の
な
い
財
産
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
。

坂
本　

今
の
若
者
が
か
わ
い
そ
う
で
す

ね
、
今
の
若
者
と
い
う
表
現
は
、
あ
ま

り
し
た
く
な
い
け
ど
、
我
々
の
時
代
は

夢
を
見
た
ら
そ
こ
に
行
け
る
と
い
う
時

代
だ
っ
た
で
す
ね
。
今
は
「
夢
は
見
る

坂本教授
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も
の
じ
ゃ
な
い
、
叶
え
る
も
の
」
な
ん

て
言
う
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
気
に
な
る

の
が
少
な
い
。
こ
れ
だ
け
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
叶
え
ら
れ
る
夢
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
。
夢
を
実
現
さ
せ
る
方
法
が

見
つ
か
ら
な
い
。
そ
こ
に
親
が
し
ゃ
し

ゃ
り
出
て
来
る
。
だ
か
ら
益
々
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
し

て
、
何
か
し
よ
う
と
い
う
の
が
な
く
な

っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
。
僕
は
よ
く
ケ
ン
カ
し
た
ん
だ

け
れ
ど
も
、「
現
場
を
見
な
い
で
、
な
ん

で
お
前
が
コ
ー
チ
な
ん
だ
」
と
。
こ
う

い
う
話
を
よ
く
や
り
ま
し
た
。
現
場
を

見
て
い
る
と
、
そ
の
子
の
顔
色
も
分
か

る
し
、
体
調
も
分
か
る
し
、
ど
ん
な
性

格
な
の
か
も
分
か
る
。
だ
か
ら
コ
ー
チ

は
、
現
場
を
見
て
観
察
し
ろ
、
そ
れ
か

ら
選
手
を
触
れ
と
、
タ
ッ
チ
す
る
こ
と

も
そ
う
だ
し
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら

な
い
と
子
ど
も
た
ち
は
迷
っ
て
い
る
し
、

か
わ
い
そ
う
な
現
状
が
今
な
ん
で
す
よ
。

夢
が
叶
え
ら
れ
な
い
で
す
よ
。
今
の

状
況
で
は
。
何
で
自
信
を
持
つ
か
と
い

う
と
、
今
好
き
で
自
分
が
や
っ
て
い
る

こ
と
、
う
ま
い
下
手
は
別
に
し
て
、
こ

ん
だ
け
突
っ
込
ん
で
、
こ
ん
だ
け
や
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、

自
信
な
ん
か
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。

中
大
路　

時
代
が
あ
ま
り
に
も
違
い
過

ぎ
ま
す
ね
。
僕
ら
の
時
代
は
普
通
に
教

員
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
し
、
僕
が

勤
め
た
こ
ろ
の
大
体
大
も
ほ
と
ん
ど
の

学
生
が
そ
う
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
（
教
員
に
）
な
っ
て
い
っ
た
の

で
す
ね
。
今
の
学
生
た
ち
は
教
員
に
な

ろ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
な

れ
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
か
わ
い
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
体
育
科
教
育
コ
ー
ス
な
の
で
、

前
の
ゼ
ミ
室
な
ど
で
早
く
か
ら
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
な
い
と
な

か
な
か
受
か
ら
な
い
。
で
も
時
々
ど
う

か
な
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
学
生
の
間

は
ク
ラ
ブ
を
一
生
懸
命
や
っ
た
ら
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

体
育
の
教
員
に
な
る
の
で
ね
。
自
分

は
何
か
や
り
遂
げ
た
と
い
も
の
が
な
い

と
。
教
員
採
用
試
験
の
勉
強
ば
か
り
し

て
い
て
、
採
用
試
験
に
受
か
っ
て
本
当

に
芯
の
あ
る
先
生
に
な
れ
る
の
か
な
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
そ
の
辺
が
こ
れ
か
ら
の
う
ち

の
大
学
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

教
員
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
大
き
な
柱

で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

思
う
ん
で
す
。

う
ち
の
大
学
を
勧
め
る
に
時
に
、
現

役
で
ど
れ
だ
け
合
格
者
を
出
す
か
と
い

う
こ
と
も
、
確
か
に
大
切
な
こ
と
な
ん

だ
け
ど
も
、
出
て
行
っ
た
人
間
が
「
ど

ん
な
教
員
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

こ
と
が
評
価
に
な
る
の
で
、
何
人
現
役

で
受
か
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
大
き
な

外
に
対
す
る
宣
伝
に
な
り
ま
す
ね
。
卒

業
し
て
か
ら
「
学
生
時
代
何
を
し
た
か
」

と
い
う
こ
と
も
絶
対
、
長
い
目
で
み
た

ら
評
価
の
対
象
に
な
り
ま
す
ね
。

―
長
い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
座
談
会
は
3
月
2
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
）

〈
出
席
者
（
あ
い
う
え
お
順
）〉

坂
本
康
博　

長
崎
県
出
身
。
県
立
島
原

商
業
、
1
9
7
3
年
、
大
阪
体
育
大
卒
。

翌
74
年
4
月
、
助
手
と
し
て
本
学
に
赴

任
、
97
年
教
授
、
サ
ッ
カ
ー
部
総
監
督

中
大
路
哲　

京
都
府
出
身
。
府
立
洛
北

高
、
1
9
7
0
年
、
東
京
教
育
大
（
現

筑
波
大
）
卒
。
同
年
4
月
、
助
手
と
し

て
本
学
に
赴
任
、
94
年
教
授
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
監
督

滝
瀬
定
文　

和
歌
山
県
出
身
、
県
立
串

本
高
、
1
9
6
8
年
、
大
阪
体
育
大
卒
。

72
年
助
手
と
し
て
本
学
に
赴
任
、
91
年

教
授
、
水
上
競
技
部
部
長
。

特集

コ
ー
チ
ン
グ
論

坂
本
康
博
教
授
（
2
月
15
日
、
N
2
0
1
）

当
初
体
育
史
専
門
だ
っ
た
が
、
コ
ー

チ
ン
グ
論
を
担
当
す
る
際
、「
コ
ー
チ
ン

グ
学
」
で
は
な
く
、「
コ
ー
チ
ン
グ
論
」

と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
た
。「
学
」
は

突
き
詰
め
る
と
哲
学
に
、「
論
」
は
私
が

思
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

学
生
に
も
分
か
り
や
す
い
と
思
っ
た
か

ら
だ
。
私
の
コ
ー
チ
ン
グ
ベ
ー
ス
は
国

際
試
合
、
大
学
で
の
試
合
、
練
習
試
合

を
含
め
5
5
0
0
以
上
の
試
合
の
指
揮

を
執
っ
た
中
で
培
っ
て
き
た
も
の
だ
。

良
い
コ
ー
チ
と
は
？
常
に
学
び
続
け

る
こ
と
だ
。
小
学
生
の
試
合
、
高
校
生

の
試
合
で
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
し
て
常
に
現
場
に
出

て
、
選
手
た
ち
に
触
れ
る
こ
と
。
机
上

の
空
論
で
は
選
手
た
ち
は
納
得
し
な

い
。
こ
こ
ぞ
の
時
に
チ
ャ
ン
ス
は
手
に

入
れ
ら
れ
な
い
し
、
ピ
ン
チ
も
乗
り
切

れ
な
い
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
は
一
瞬
の

判
断
が
勝
利
を
左
右
す
る
。
一
瞬
の
判

断
を
す
る
た
め
に
、
常
に
選
手
に
触
れ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

コ
ー
チ
ン
グ
で
は
「
飽
く
こ
と
な
き

情
熱
」「
好
奇
心
・
知
識
欲
」「
行
動
力
」

も
貴
重
な
資
質
だ
。
常
に
、
変
化
し
て

い
る
も
の
を
ど
う
捕
ま
え
る
か
が
大
事

だ
。
そ
し
て
何
の
た
め
で
は
な
く
、
だ

れ
の
た
め
に
役
立
つ
か
を
考
え
て
も
ら

え
た
ら
、
チ
ー
ム
は
良
く
な
り
、
強
く

な
る
。

部
の
卒
業
生
は
約
1
5
0
0
人
。
そ

の
う
ち
5
0
0
人
以
上
が
先
生
を
し
、

サ
ッ
カ
ー
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
財
産
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
で
財
を
成
す
よ
り
、
業
績
を

残
す
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が
全

国
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
何

よ
り
の
財
産
。

在
学
中
は
師
弟
で
あ
っ
て
も
、
卒
業

し
た
ら
仲
間
で
あ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
。

卒
業
生
は
在
学
生
の
活
躍
を
応
援
し
て

く
れ
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

そ
い
う
関
係
が
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り

だ
。
ま
た
在
学
生
も
卒
業
生
も
、
大
体

大
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
競
技
に
興
味
を
持
ち
、

好
奇
心
を
持
っ
て
接
し
て
ほ
し
い
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
コ
ー
チ
ン
グ

論
を
担
当
し
た
が
、
そ
の
お
陰
で
い
ろ

い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
何
が
ど
こ

３教授、最終講義
3月一杯で体育学部の坂本康博、中大路哲、滝瀬定文3教授が定年退官した。
坂本教授は、男子サッカー部、中大路教授は女子バスケットボール部を全国でも優
勝争い出来る強豪チームに押し上げ、滝瀬教授は水上競技部の部長の傍ら、スポー
ツ医学・生理学、水中運動化学の研究、発表と功績を残した。
それぞれ最終講義を行い、どの教室もほぼ満席もなった。3教授は4月1日付で名
誉教授を授与された。3教授の最終講義を要約した。（掲載は講義順）

笑顔がこぼれる坂本先生
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で
変
化
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
が
、「
こ

こ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
」「
ピ
ン
チ
だ
」「
こ

こ
が
一
番
の
転
換
期
だ
」
と
思
っ
た
時

に
全
身
全
霊
を
投
げ
う
っ
て
、
そ
れ
に

集
中
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
。

学
生
と
し
て
4
年
間
、
教
員
と
し
て
44

年
間
、
大
阪
体
育
大
学
で
の
48
年
の
生

活
は
終
わ
る
が
、
ぜ
ひ
と
も
大
学
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
良

い
大
学
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

強
い
チ
ー
ム
を
作
る
た
め
に

中
大
路
哲
教
授
（
2
月
26
日
、
L
2
0
1
）

強
い
チ
ー
ム
を
作
る
た
め
に
は
5
つ

の
考
え
方
が
あ
る
。
①
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ

て
い
る
か
②
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
③
統
一
さ

れ
た
目
標
の
明
確
化
④
安
定
性
⑤
伸
び

る
力
だ
。
5
項
目
を
具
体
的
に
説
明
す

る
と
、一
つ
目
は
だ
れ
で
も
入
れ
る
チ
ー

ム
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
に
入
れ
る
選
ば

れ
た
人
間
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
持
っ

た
人
間
の
集
団
を
作
り
上
げ
る
こ
と
だ
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
集
団
を
作
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
何
か
チ
ー
ム
の
目

に
は
見
え
な
い
が
、
他
と
は
違
う
も
の
、

例
え
ば
「
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
は
練
習

量
で
日
本
一
で
あ
る
」
な
ど
の
付
加
価

値
を
つ
け
て
や
ら
な
い
と
、
チ
ー
ム
に

プ
ラ
イ
ド
を
持
た
な
い
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
。
日
本
は

「
和
の
文
化
」
で
あ
り
、
表
面
だ
け
の
結

び
つ
き
が
多
く
、
本
当
に
強
い
相
手
と

対
戦
し
た
場
合
な
ど
、
結
び
つ
き
に
ほ

こ
ろ
び
が
出
る
。
日
本
人
は
な
か
な
か

自
己
主
張
を
し
な
い
の
で
、
自
分
を
ど

の
よ
う
に
し
た
い
の
か
を
主
張
さ
せ
、

そ
の
風
土
を
継
続
し
な
い
と
チ
ー
ム
は

出
来
上
が
ら
な
い
。
そ
し
て
強
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
持
っ
た
集
団
が
で
き
れ
ば
、

目
標
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
標
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
逆
算
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
イ
ン
カ
レ

の
最
終
日
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
、
ピ
ー
キ
ン
グ
を
ど
こ
に
持
っ

て
い
く
か
、
な
ど
の
目
標
が
あ
れ
ば
、

ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
筋
が
は
っ
き
り
す
る
。

た
だ
し
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と

だ
け
が
目
標
で
は
な
い
の
で
、
チ
ー
ム

の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
構
築
、
目
標

設
定
が
出
来
た
チ
ー
ム
に
必
要
な
の
は

な
に
か
。
そ
れ
は
安
定
化
だ
。
人
間
に

は
浮
き
沈
み
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
優
秀

な
選
手
で
あ
っ
て
も
、
好
不
調
が
あ
り
、

チ
ー
ム
の
人
間
の
入
れ
替
わ
り
も
早
い

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
何
を
も

っ
て
安
定
化
を
行
う
か
。
そ
れ
は
指
導

者
の
哲
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
ど
ん
な

状
況
に
陥
っ
て
も
譲
ら
な
い
指
導
方

針
、
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
し
て
最
後
の
伸
び
る
力
。
秘
め
た

力
を
集
団
が
持
っ
て
い
る
か
、
チ
ー
ム

や
選
手
が
秘
め
た
力
を
持
っ
て
い
て
も

発
揮
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、

指
導
者
が
集
団
に
刺
激
を
与
え
て
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
。
指
導
者
が
冒
険
を

し
、
一
歩
踏
み
出
す
姿
勢
を
持
つ
と

チ
ー
ム
は
大
き
く
変
わ
る
。
こ
れ
ら
5

つ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
指
導
に
あ
た
れ

ば
、
チ
ー
ム
は
強
く
な
る
。
私
は
そ
う

考
え
る
。

基
礎
研
究
の
重
要
さ

滝
瀬
定
文
教
授
（
2
月
28
日
、
L
3
0
1
）

茨
木
学
舎
は
プ
ー
ル
だ
け
は
50
㍍
あ

っ
た
が
、
施
設
は
小
さ
い
大
学
だ
っ
た
。

昭
和
47
年
の
幻
の
移
転
計
画
を
乗
り
越

え
、
平
成
元
年
、
熊
取
学
舎
に
移
転
。

移
転
す
る
際
に
大
学
の
将
来
像
と
現
在

の
大
学
の
姿
を
是
正
し
、
大
学
の
使
命

と
は
何
か
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
隆
盛
と
と
も
に
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の

必
要
性
、
地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
誇
り
と
し
て
く
れ
る
よ
う
な
大

学
の
実
現
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

実
習
で
は
昭
和
41
年
か
ら
始
ま
っ

た
、
水
泳
実
習
（
平
成
18
年
終
了
）
が

良
い
思
い
出
だ
。
特
に
遠
泳
は
大
変
だ

っ
た
が
、
同
窓
会
を
開
く
と
、
今
で
も

参
加
し
た
学
生
は
当
時
を
振
り
返
り
、

話
題
に
上
が
る
。
研
究
活
動
で
は
、
当

時
活
発
に
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
が
多

く
、
目
標
に
な
っ
た
。
海
外
で
の
研
究

調
査
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

当
時
測
定
不
可
能
と
言
わ
れ
て
い
た

水
中
運
動
で
の
活
性
酸
素
、
ま
た
乳
酸

測
定
は
、
測
定
器
を
改
良
し
て
研
究
を

続
け
た
。
学
長
だ
っ
た
加
藤
橘
夫
先
生

に
相
談
し
、
大
阪
市
大
科
学
研
究
室
に

国
内
留
学
、
角
膜
障
害
に
つ
い
て
研
究

し
た
。
異
分
野
だ
っ
た
の
で
本
当
に
難

し
く
、
勉
強
が
苦
し
く
て
仕
方
が
な
か

っ
た
の
だ
が
、
国
際
学
会
で
発
表
で
き

る
ま
で
に
研
究
を
進
め
た
。

発
表
者
を
読
み
上
げ
る
際
、私
の「
大

阪
体
育
大
学
」
の
名
に
会
場
が
ざ
わ
つ

い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
そ
の

後
も
角
膜
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
た

が
、
思
う
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
な
い
。

多
く
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
発
表
し
た
「
エ
キ
シ
マ
レ
ー

ザ
ー
に
関
す
る
研
究
成
果
」は
、W
H
O

の
基
準
に
採
用
さ
れ
、
大
阪
市
医
学
界

市
長
賞
を
受
賞
」
し
た
。

そ
の
後
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ラ
ン
大
学
に

短
期
留
学
し
た
が
、
週
に
一
度
の
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
大
変
だ
っ
た
。

英
語
で
の
発
表
は
で
き
る
の
だ
が
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
が
飛
び
交
う

質
疑
応
答
に
は
な
か
な
か
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
留
学
生
活
は
楽
し

く
、
学
生
が
開
い
て
い
る
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室
に
、
昼
休
み
に
な
る
と
毎
日
通

っ
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
だ
。

い
ろ
い
ろ
と
研
究
は
続
け
て
き
た
が
、

悔
や
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
健
康
科
学

実
験
実
習
の
修
了
だ
。
こ
う
い
っ
た
実

習
は
、
学
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
健
康
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
ス
の
強
み
で
、他
大
学
に
は
特
別

な
実
習
だ
っ
た
。
今
で
も
骨
や
筋
力
、

運
動
に
つ
い
て
新
た
な
疑
問
を
持
っ
て
研

究
を
続
け
て
い
る
が
、
よ
く
思
う
こ
と

が
あ
る
。
大
学
教
育
の
源
泉
と
も
い
え

る
基
礎
研
究
の
大
切
さ
だ
。
今
、
こ
の

基
礎
研
究
を
指
導
で
き
る
教
員
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
基
礎
研
究
は
何

の
役
に
立
つ
も
の
か
、
よ
く
聞
か
れ
る
。

全
く
役
に
立
た
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
と
て
も
面
白
い
、
研
究
者
の
感

動
が
伴
う
価
値
の
あ
る
も
の
だ
。
こ
れ

を
学
生
に
教
え
て
あ
げ
た
い
。
基
礎
研

究
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
全
体
の
基

礎
で
あ
り
、
核
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

し
、
研
究
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
大
学

文
化
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
思
う
。

応
用
研
究
を
否
定
し
な
い
が
、
大
阪
体

育
大
学
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
も「
い

つ
か
役
に
立
つ
」
基
礎
研
究
を
き
ち
っ

と
し
て
い
く
べ
き
だ
。
体
育
人
に
は
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
学
問
な
ど
の
心

を
満
た
す
「
夢
」
や
「
ロ
マ
ン
」
を
追

う
気
持
ち
が
必
要
だ
と
思
う
。

特集

花束を受け取り笑顔の滝瀬先生（右は前島先生）

サプライズのケーキに笑顔の中大路先生
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O
U
H
S
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ　

1
5
0
人“
快
汗
”

O
U
H
S
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
が
2

月
25
日
、
青
空
の
下
開
催
さ
れ
た
。
本

学
の
各
施
設
で
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、

ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ダ
ン
ス
、

健
康
増
進
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ

れ
、
熊
取
町
内
外
の
約
1
5
0
人
が
、

本
学
の
教
員
や
学
生
た
ち
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
し
た
。

14
回
目
を
迎
え
た
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
は
、
す
っ
か
り
恒
例
行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。
今
年
は
昨
年
に
比
べ
参

加
者
が
減
っ
た
が
、「
今
年
も
開
催
す
る

の
か
の
確
認
の
電
話
が
あ
り
、
地
域
の

方
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
た
」と
学
生
リ
ー
ダ
ー

の
浅
野
正
義
さ
ん
（
体
育
学
部
4
年
）。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
人
数
に
大
き

く
差
が
見
ら
れ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

笑
顔
満
点
で
各
種
目
を
楽
し
ん
で
い

た
。
中
に
は
「
い
つ
も
は
土
で
練
習
し

て
い
た
が
、
芝
生
で
練
習
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
本
学
の

施
設
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
健
康
増
進
に
は
10
人
が
参
加
、

学
生
と
の
交
流
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

た
。最

後
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
は
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
む
以
外
に
も
学
生

の
成
長
が
あ
る
」と
池
島
明
子
准
教
授
。

「
半
年
間
以
上
の
準
備
期
間
が
あ
り
、企

画
か
ら
運
営
ま
で
を
学
生
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
経

験
は
、
社
会
人
に
な
る
と
き
に
絶
対
に

役
立
つ
」
と
も
。

浅
野
さ
ん
は
「
3
年
生
の
み
ん
な
も

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
で
の
経
験
を
次
に

生
か
し
て
欲
し
い
」
と
言
い
、「
去
年
も

副
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
、今
年
は
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
が
、
責
任
と
先
生
方
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
の
違
い
が
大
き
く
、

良
い
経
験
を
得
た
」
と
話
し
て
い
た
。

浅
野
さ
ん
は
「
今
後
も
っ
と
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
質
を
上
げ
て
い

く
に
は
、
学
年
を
超
え
た
学
生
ス
タ
ッ

フ
間
で
の
連
携
が
必
要
だ
」
と
2
年
間

の
経
験
を
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
。�

【
中
村
優
志
、
写
真
も
】

く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

～
和
み
と
感
動
～

く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
3
月
5

日
、
大
阪
体
育
大
学
を
発
着
点
と
し
て

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
5
歳
の
子
ど
も

を
は
じ
め
、
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
か
ら
総
勢
1
0
1
7
人
の
ラ
ン
ナ
ー

（
3
㌔
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
、4
5
6

人
、
中
学
生
男
子
の
部
、
59
人
、
中
学

生
女
子
の
部
、
46
人
、
ク
オ
ー
タ
ー
男

子
の
部
3
6
0
人
、
ク
オ
ー
タ
ー
女
子

96
人
）
が
参
加
し
た
。

当
日
は
快
晴
で
、
春
の
始
ま
り
を
感

じ
る
天
候
に
恵
ま
れ
、
3
㌔
健
康
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
部
で
は
親
子
や
夫
婦
で
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
走
る
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い

姿
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん
な
中
、

特
段
目
を
引
か
れ
る
男
性
参
加
者
が
い

た
。
三
重
県
伊
賀
市
か
ら
駆
け
つ
け
た

川
合
裕
人
さ
ん
で
、
片
足
で
の
挑
戦
だ

っ
た
川
合
さ
ん
は
「
片
足
で
も
何
で
も

で
き
る
こ
と
を
見
せ
た
い
」
と
レ
ー
ス

前
に
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

3
㌔
の
コ
ー
ス
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

激
し
く
、
距
離
以
上
に
過
酷
な
コ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
。
川
合
さ
ん
は
松
葉
杖

を
駆
使
し
、
盛
大
な
励
ま
し
の
声
や
、

歓
声
を
受
け
無
事
ゴ
ー
ル
し
た
。
川
合

さ
ん
の
挑
戦
は
大
勢
の
人
に
パ
ワ
ー
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

【
学
生
記
者　

坂
下
貴
彦
、
写
真
も
】

元気に走る川合さん 一斉にスタートする参加者

トピックス

堺市連盟の少年少女レスリング選手権が2月19日、大
体大で行われ350人の幼児、小学生が参加した＝写真
＝。会場の第6体育館に3面のマットが敷かれ、選手た
ちの熱気と声援があふれていた。

ちびっこレスラー��
全員集合‼

仲良く写真に納まる参加者と大体大生
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ア
ス
リ
ー
ト
・
キ
ャ
リ
ア
・�

�
�

ト
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
7

ア
ス
リ
ー
ト
・
キ
ャ
リ
ア
・
ト
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
7
（
J
S
C
主
催
）

は
2
月
2
日
、
東
京
千
代
田
区
の
イ
イ

ノ
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
D
A
S
H
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
、
本
学
の
目

的
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
課
題
点
を
話

し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の

キ
ャ
リ
ア
問
題
を
主
眼
と
し
、
現
状
報

告
と
各
分
野
で
の
取
り
組
み
、
解
決
策

を
発
表
し
合
う
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
総

合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
、
鈴
木
大
地
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
を
筆
頭
に
、
元
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
選
手
で
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は

団
体
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
太
田
雄
貴

さ
ん
、
元
浦
和
レ
ッ
ズ
の
堀
之
内
聖
さ

ん
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ト
ッ
プ
を
極
め

た
選
手
ら
が
引
退
後
の
思
い
や
経
験
を

寄
し
た
。
さ
ら
に
公
的
機
関
、
民
間
企

業
、
大
学
の
研
究
成
果
な
ど
を
一
元
的

に
集
約
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
課
題
に
つ
い
て
検
証

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
変
わ
り
ゆ
く
高
校
・
大
学
デ
ュ
ア
ル

キ
ャ
リ
ア
環
境
」（
対
談
）
と
、「
社
会

に
お
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
可
能
性
〜
政

財
界
×
教
育
界
×
ス
ポ
ー
ツ
界
〜
」（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
の
2
講
座
を
担
当
、
大

学
と
い
う
教
育
・
研
究
機
関
の
立
場
と

し
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
中
で
も

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
す
る

D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
大

い
に
興
味
を
集
め
た
よ
う
で
、
現
状
の

課
題
、
企
業
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

回
答
を
求
め
ら
れ
た
。

現
状
、フ
ル
タ
イ
ム
化
す
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
大
き
な
課
題
と
、
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ

リ
ア
の
必
要
性
、
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア

の
発
生
時
期
は
競
技
に
も
よ
る
が
、
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
と
い
っ
た
段
階

で
実
施
し
な
け
れ
ば
追
い
つ
か
な
い
と

い
う
部
分
に
話
題
は
集
中
。
連
携
や
補

て
ん
を
ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
か
と
い

っ
た
議
論
が
中
心
と
な
っ
た
。
そ
う
し

た
中
、
本
学
の
よ
う
に
浪
商
学
園
と
し

て
敷
地
内
に
中
学
校
・
高
等
学
校
を
有

す
る
環
境
で
は
、
早
い
段
階
か
ら
一
貫

教
育
が
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
よ
う
だ
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る

問
題
は
、
89
年
か
ら
保
健
体
育
審
議
会

よ
り
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

課
題
の
解
決
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、

五
輪
で
勝
て
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

輩
出
は
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
反

す
る
問
題
の
改
善
は
遅
々
と
し
て
進
ま

な
か
っ
た
。
し
か
し
デ
ュ
ア
ル
の
実
現

は
絶
対
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
3
年

後
の
2
0
2
0
年
ま
で
に
こ
の
問
題
の

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
解
決
は
、
多
く
の

専
門
家
が
口
を
揃
え
る
と
こ
ろ
だ
。

「
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
の
成
熟
無
く
し

て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ
の
ス
ム
ー
ズ

か
つ
有
効
な
移
行
は
望
め
な
い
」
─
─

声
を
大
に
し
て
語
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

多
く
の
専
門
家
が
唱
え
る
と
こ
ろ
だ
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
人
間
力
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
力
の
両
面
の
育
成
が
急
務
で
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
今
、

官
民
、
教
育
機
関
が
一
堂
に
介
し
て
討

論
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
あ

り
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

【
学
長
室
D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

浦
久
保
和
哉
】

ス
キ
ー
実
習
に
２
０
８
人

長
野
県
支
部
の
O
B
も

今
年
度
の
ス
キ
ー
実
習
は
2
月
6
日

か
ら
10
日
ま
で
、
長
野
県
菅
平
ス
キ
ー

場
で
行
わ
れ
、
総
勢
２
０
８
人
の
実
習

生
が
参
加
し
た
。

初
日
は
班
分
け
テ
ス
ト
を
行
い
、
レ

ベ
ル
別
に
22
班
に
分
か
れ
た
。
67
人
の

学
生
は
ス
キ
ー
を
し
た
こ
と
が
な
く
、

ブ
ー
ツ
の
履
き
方
や
、
ス
キ
ー
板
の
付

け
方
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。
2

日
目
以
降
は
、
実
習
の
半
日
を
使
っ
て

ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
）
を
行
い
、
ゲ
レ
ン
デ
外
の
大

自
然
へ
出
か
け
た
。
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
は

滑
る
だ
け
で
な
く
、
歩
く
こ
と
も
斜
面

を
登
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
森
の
中

で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
し
な
が
ら
自
然
を

満
喫
し
た
。

４
日
目
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
試
す

模
擬
検
定
が
行
わ
れ
た
。
滑
る
前
の
緊

張
感
、
班
の
仲
間
の
応
援
、
力
が
発
揮

で
き
た
人
、
そ
う
で
な
か
っ
た
人
、
い

ろ
い
ろ
な
思
い
の
詰
ま
っ
た
模
擬
検
定

だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
力
が
試
せ

た
こ
と
と
思
う
。

ま
た
、
夜
の
講
義
で
は
今
年
度
で
退

官
さ
れ
る
中
大
路
哲
先
生
に
、
か
つ
て

の
ス
キ
ー
実
習
に
つ
い
て
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
先
生
は
ス
キ
ー
実
習
の
主

任
、
副
主
任
を
長
年
さ
れ
、
50
年
続
く

ス
キ
ー
実
習
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
で

あ
る
。
先
生
ご
自
身
は
ス
キ
ー
実
習
に

来
ら
れ
る
の
は
何
十
年
ぶ
り
か
で
、
今

は
実
施
し
て
い
な
い
根
子
岳
ツ
ア
ー
や
、

若
か
り
し
先
生
方
の
逸
話
な
ど
を
話
さ

れ
た
。

２
日
目
の
夜
は
、
福
井
大
学
の
水
沢

先
生
か
ら
「
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」
の
講
義

を
受
け
た
。
ま
た
、
３
日
目
に
は
摂
泉

会
（
大
阪
体
育
大
学
O
B
会
）
長
野
県

支
部
会
か
ら
、
６
期
生
の
松
原
さ
ん
、

西
村
さ
ん
が
実
習
の
激
励
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
。

ス
キ
ー
実
習
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ

き
を
大
学
に
持
ち
帰
り
、
よ
り
充
実
し

た
学
生
生
活
に
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー
実
習

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
職
員

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ス
キ
ー
実
習
副
主
任
、体
育
学
部
准

教
授
・
伊
原
久
美
子
】

熱気あふれる参加者たち

スピーチする筆者（右）
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特
別
支
援
教
育　

教
育
講
演
会

～
障
が
い
害
児
・
者
の
正
し
い
理
解
と
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
～

本
学
健
康
福
祉
学
部
主
催
の
地
域
公

開
講
座
「
特
別
支
援
教
育　

教
育
講
座

講
演
会
」
が
、
3
月
5
日
、
大
阪
河
崎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
で
あ
り
、
大

阪
を
中
心
と
し
た
、
近
畿
圏
の
特
別
支

援
学
校
で
働
く
教
員
や
、
小
、
中
学
校

の
特
別
支
援
担
当
の
教
員
71
人
、
本
学

の
教
員
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約

1
1
0
人
が
参
加
し
た
。

講
演
会
は
4
部
構
成
で
、
横
浜
国
立

大
教
育
人
間
科
学
部
の
徳
永
亜
希
雄
准

教
授
が
「
特
別
支
援
教
育
実
践
充
実
の

た
め
の
、国
際
生
活
機
能
分
類（
I
C
F
）

の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。
同
准

教
授
は
実
際
に
い
た
障
が
い
児
の
特
徴

を
紹
介
し
、
I
C
F
の
枠
組
み
に
当
て

た
は
め
た
際
に
、
紹
介
し
た
障
が
い
児

の
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
中
心
的
な
課
題

が
、
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
と
紹
介

し
た
。

ラ
ン
チ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
学
の

安
田
友
紀
講
師
が
指
導
す
る
、
ア
マ
カ

マ
・
ド
ゥ
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス
「
モ
ジ

モ
ジ
運
動
会
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
こ
の
後
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の
種
類
、

性
別
を
問
わ
な
い
人
が
踊
る
発
表
会
の

動
画
を
紹
介
、「
地
域
と
教
育
と
企
業
の

3
つ
が
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。岸

和
田
市
教
育
委
員
会
の
松
本
真
理

さ
ん
、
岸
和
田
支
援
学
校
の
大
植
布
美

教
諭
は
、
岸
和
田
市
、
佐
野
支
援
学
校
、

岸
和
田
支
援
学
校
の
共
同
研
究
「
地
域

の
支
援
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
を

紹
介
。
貴
重
な
取
り
組
み
の
内
容
が
発

表
さ
れ
、
実
際
に
支
援
学
校
で
働
く
教

員
か
ら
質
問
が
相
次
い
だ
。

最
後
に
大
阪
体
育
大
学
か
ら
の
報
告

と
し
て
、本
学
の
曽
根
祐
二
講
師
が「
障

が
い
児
を
対
象
と
し
た
運
動
教
室
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
発
表
。
同
講
師
が

本
学
の
学
生
と
取
り
組
ん
で
い
る
「
わ

く
わ
く
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
を
紹
介
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
報

告
は
、
知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

活
動
か
ら
の
報
告
、
入
院
中
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
活
動
の
報
告
、
肢
体
不

自
由
者
を
対
象
と
し
た
活
動
か
ら
の
報

告
の
3
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
同
講
師

は
「
入
院
中
の
子
ど
も
へ
の
活
動
で
は
、

課
題
と
反
省
点
が
明
確
に
な
っ
た
」
と

報
告
、
子
ど
も
の
体
力
と
「
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
バ
ラ
ン

ス
を
間
違
え
る
と
危
険
な
事
故
に
つ
な

が
る
と
指
摘
し
た
。

�

【
中
村
優
志
、
写
真
も
】

退
職
教
員
の
会

略
称
、
大
体
大
R
T
に

平
成
28
年
度
大
阪
体
育
大
学
退
職
教

員
の
会
（
会
長
、
増
原
光
彦
名
誉
教
授
）

の
総
会
と
懇
親
会
が
2
月
18
日
、
大
阪

市
天
満
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

33
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
＝
写
真
＝
。

同
会
は
15
年
12
月
に
発
会
、
第
1
回

総
会
を
開
き
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

本
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
教
員
を
主
た
る

会
員
と
し
て
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
情

報
交
換
を
図
り
、
併
せ
て
大
阪
体
育
大

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
る
。

総
会
で
は
元
学
長
の
田
口
守
隆
名
誉

教
授
の
逝
去
が
報
告
さ
れ
、
全
員
で
哀

悼
の
意
を
捧
げ
た
。
平
成
27
、
28
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
平
成
29
年

度
の
事
業
案
、
予
算
案
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
会
の
略
称
を
「
大

体
大
Ｒ
Ｔ
（Retire T

eacher
）」
と
す

る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

懇
親
会
は
副
会
長
、
河
島
英
隆
名
誉

教
授
の
乾
杯
の
発
声
で
に
ぎ
や
か
に
始

ま
っ
た
。
男
子
剣
道
部
の
優
勝
祝
賀
会

に
も
元
気
な
姿
を
見
せ
た
96
歳
の
鷹
野

健
次
先
生
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の

大
御
所
、
細
川
磐
先
生
、
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
研
究
の
第
一
人
者
、
金
子
公
宥

先
生
、
本
学
ダ
ン
ス
部
の
礎
に
な
っ
て

い
る
林
信
恵
先
生
な
ど
多
く
の
教
職
員

が
本
学
の
黎
明
期
か
ら
活
躍
、
今
日
に

つ
な
い
で
い
る
。

学
園
・
大
学
か
ら
、
西
尾
一
実
常
務
、

荒
木
雅
信
教
授
、
摂
泉
会
（
大
学
同
窓

会
）
か
ら
澤
野
潔
、
徳
久
貴
男
両
理
事

が
参
加
、
荒
木
教
授
が
創
立
50
周
年
を

記
念
し
て
開
催
し
た
、
日
本
体
育
学
会

が
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
な
ど
大
学

の
近
況
を
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近

況
を
話
し
合
い
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ

て
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

トピックス

高
齢
者
1
人　

支
え
る
の
は
1
・
2
人

社
福
連
絡
協

本
学
健
康
福
祉
学
部
の
社
会
福
祉
・

精
神
保
健
福
祉
実
習
施
設
連
絡
協
議
会

が
2
月
16
日
、
天
王
寺
都
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、
教
職
員
、
社
会
福
祉
・
精
神
保

健
福
祉 

機
関
・
施
設
や
関
係
団
体
の
関

係
者
ら
が
参
加
し
た
。

学
生
に
よ
る
実
習
報
告
で
は
、
児
童

養
護
施
設
へ
行
っ
た
西
尾
あ
ず
さ
さ
ん

（
健
康
福
祉
4
年
）
が
「
子
ど
も
自
身
の

深
い
部
分
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
入

所
ま
で
の
生
活
歴
、
家
族
関
係
、
施
設

で
の
人
間
関
係
、
学
習
面
な
ど
、
全
て

の
場
面
か
ら
そ
の
子
ら
し
さ
を
見
つ
け
、

そ
こ
に
焦
点
を
あ
て
て
支
援
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
な
ど
と
い
っ

た
児
童
自
立
支
援
計
画
に
お
け
る
支
援

者
の
視
点
か
ら
の
重
要
性
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

ま
た
特
別
講
演
で
は
、
服
部
真
司
さ

ん
（
一
般
財
団
法
人
医
療
経
済
研
究
・

社
会
保
険
福
祉
協
会 

医
療
経
済
研
究

機
構 

研
究
部
研
究
員
兼
研
究
総
務
部

次
長
）
が
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

と
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動
向
』

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、「
1
9
6
5
年

は
65
歳
以
上
1
人
に
対
し
て
20
歳
か
ら

64
歳
は
9
・
1
人
と
い
う
「
胴
上
げ
型
」

だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
5
0
年
に
は

推
計
1
・
2
人
の
「
肩
車
型
」
に
な
り

社
会
保
険
改
革
に
よ
り
、
支
え
手
を
少

し
で
も
増
や
す
努
力
が
必
要
だ
」
な
ど

と
述
べ
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会
で
も

参
加
者
は
活
発
に
議
論
し
な
が
ら
交
流

を
深
め
て
い
た
。

報告する曽根講師
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活
動
報
告

大
阪
体
育
大
学
大
学
院　

川
上　

諒　
　
　
　
　
　

第
10
回
国
際
ス
ト
レ
ン
グ
ス
学
会

（
I
C
S
T
）
が
、
16
年
11
月
30
日
か
ら

12
月
2
日
ま
で
、
龍
谷
大
響
都
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
国
際
ス
ト
レ
ン
グ
ス

学
会
と
は
、
欧
州
や
米
国
、
豪
州
、
ア

ジ
ア
や
南
米
な
ど
世
界
各
国
か
ら
ス
ト

レ
ン
グ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
S
T
）

に
か
か
わ
る
研
究
者
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
者
な
ど
が
参
加
す
る
学
会
の
こ

と
で
、
学
会
で
は
S
T
に
関
す
る
研
究

発
表
や
講
演
が
行
わ
れ
る
。

今
回
、
私
を
含
め
た
大
阪
体
育
大
学

の
院
生
、
学
部
生
14
人
は
同
学
会
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
同
学
会
の
実
行
委

員
で
あ
る
下
河
内
洋
平
准
教
授
（
現
教

授
）、三
島
隆
章
准
教
授
に
参
加
を
打
診

さ
れ
た
か
ら
だ
。
国
際
学
会
で
あ
る
こ

と
か
ら
学
会
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、

ま
た
海
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
来
場

す
る
こ
と
も
あ
り
、
英
語
が
で
き
な
い

私
は
、
多
少
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
気
持
ち

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
貴
重
な
機
会
と

な
る
と
考
え
、
参
加
を
決
め
た
。

主
な
業
務
は
、
会
場
設
営
、
参
加
者

受
付
、
会
場
案
内
等
で
、
英
語
が
堪
能

な
院
生
や
学
部
生
は
、
関
西
国
際
空
港

で
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
出
迎
え
や
、

会
場
受
付
で
の
質
問
等
を
英
語
で
受
け

答
え
る
な
ど
、
国
際
学
会
の
運
営
に
は

欠
か
せ
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
私
が
学
会
で
行
な
っ
た
主
な
業

務
の
ひ
と
つ
に
、
外
国
人
参
加
者
の
受

付
が
あ
っ
た
。
初
日
は
戸
惑
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
通
訳
の
方
に
、
暇
を
み

つ
け
て
は
英
語
の
受
け
答
え
に
必
要
な

フ
レ
ー
ズ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
た
お

陰
で
、
最
終
日
に
は
滞
り
な
く
受
付
業

務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
自

身
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
会
関
係
者
の
方
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
講
演
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
講
演
を
英
語
で
聞

く
こ
と
が
不
慣
れ
な
私
は
、
講
演
演
者

の
発
表
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
容
易

で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
英

語
に
慣
れ
、
わ
ず
か
だ
が
、
S
T
に
お

け
る
最
新
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。本

学
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な
く
「ST

REN
GT
H
 

T
RA
IN
IN
G  A
N
D
 IN
JU
RY
 PRE-

V
EN
T
IO
N
 FO
R T
EA
M
 SPO

RT

」

と
い
う
題
目
で
の
基
調
講
演
演
者
と
し

て
下
河
内
准
教
授
、
学
会
発
表
者
と
し

て
三
島
准
教
授
、
本
学
大
学
院
生
3
人

が
参
加
し
た
。
日
頃
本
学
で
講
義
を
受

け
て
い
る
先
生
方
や
、
一
緒
に
研
究
を

し
て
い
る
院
生
が
、
国
際
学
会
で
講
演

や
発
表
す
る
姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
た

こ
と
も
、
同
学
会
に
参
加
し
て
得
ら
れ

た
貴
重
な
経
験
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

同
学
会
に
参
加
し
た
お
陰
で
、
国
外

の
参
加
者
や
、
他
大
学
の
学
生
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
付
業
務
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
英
語
で
の
フ
レ
ー
ズ
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
の
お

陰
で
、
十
分
と
は
言
え
な
い
が
国
外
の

参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な

自
信
と
な
っ
た
。

貴
重
な
体
験
を
今
後
の
自
分
自
身
の

活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
学
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
で
き
る
機
会
は
滅

多
に
な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
を
お
声
掛

け
下
さ
っ
た
下
河
内
、三
島
両
先
生
に
、

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

受付をする筆者（右から2人目、座っている）

韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
延
世
（
よ
ん

せ
）
大
学
で
、
2
月
28
日
か
ら
3
月
3

日
に
か
け
て
、
本
学
と
延
世
大
が
、
大

学
院
国
際
学
術
交
流
を
行
っ
た
。
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
下
河
内
洋
平
教
授

と
本
学
大
学
院
生
5
人
、
延
世
大
か
ら

は
、
体
育
学
科
長
や
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ

医
学
・
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
、そ
し
て
統
合
ス
ポ
ー

ツ
科
学
研
究
実
験
室
（
I
S
S
R
L
）

の
実
験
室
長
を
務
め
る
ヤ
ン
・
セ
ー
リ

博
士
と
大
学
院
生
15
人
。
延
世
大
は

2
0
1
5
年
か
ら
18
年
ま
で
、
世
界
に

9
カ
所
あ
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
I
O
C
）
の
「
傷
害
予
防
と
ア
ス

リ
ー
ト
の
健
康
保
全
の
た
め
の
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
研
究
セ
ン
タ
ー
」

（
I
S
S
R
L
）
に
認
定
さ
れ
、
同
じ
ス

ポ
ー
ツ
医
学
の
分
野
で
研
究
を
行
っ
て

い
る
下
河
内
研
究
室
と
、
合
同
の
研
究

発
表
会
や
、
将
来
的
な
研
究
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
話
し
合
い
な
ど
を
行
っ

た
。初

日
は
合
同
研
究
会
を
開
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
院
生
が
取
り
組
ん
で
い
る

研
究
の
発
表
を
行
っ
た
。
あ
い
に
く
、

セ
ー
リ
博
士
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
米

国
か
ら
帰
国
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

ス
カ
イ
プ
で
の
参
加
と
な
っ
た
＝
写
真

＝
。本

学
か
ら
は
5
演
題
、
延
世
大
か
ら

は
3
演
題
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
3

時
間
に
わ
た
っ
て
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。
2
日
目
は
I
S
S
R
L
で
、

延
世
大
の
大
学
院
生
に
よ
り
、
経
皮
的

電
気
刺
激
装
置
を
用
い
た
足
部
内
在
筋

の
筋
活
動
を
学
習
さ
せ
る
バ
イ
オ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
法
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

延世大との大学院国際
学術交流会に参加して

大学院助手　桒野　聡
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研
究
の
興
味
が
似
て
い
る
本
学
大
学
院

生
の
小
村
祐
介
氏
は
、
興
味
深
く
手
順

を
学
び
、
熱
心
に
議
論
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
修
士
論
文
で
、「
肩
関
節
の
投

球
障
害
に
関
し
て
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

的
実
験
」
を
行
っ
た
私
も
、
3
次
元
動

作
解
析
の
た
め
の
反
射
マ
ー
カ
ー
の
取

り
付
け
方
や
、
関
連
文
献
の
紹
介
な
ど

を
延
世
大
の
大
学
院
生
に
行
っ
た
。
韓

国
で
2
番
目
に
大
き
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
つ
延
世
大
に
は
、
大
学
院
生
を
含
め

約
4
万
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
多
く
の
施
設
や
、
研
究
棟

が
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
点
在
し
て
お

り
、
驚
く
こ
と
に
、
施
設
見
学
を
行
う

た
め
に
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
自
動

車
で
移
動
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

今
回
の
大
学
院

国
際
学
術
交
流
を

通
し
て
、
延
世
大

の
大
学
院
生
の
研

究
へ
取
り
組
む
姿

勢
や
、
英
語
力
を

肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
延
世

大
の
大
学
院
で

は
、
研
究
発
表
や

論
文
執
筆
を
全
て

英
語
で
行
っ
て
い

る
。
普
段
か
ら
英

語
に
接
す
る
機
会

が
多
い
か
ら
か
、

本
学
か
ら
参
加
し

た
大
学
院
生
よ
り

も
、
延
世
大
の
大

学
院
生
は
、
今
回

の
合
同
研
究
会
で
の
質
疑
応
答
に
も
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
答
え
を
し
て
い
た
。。
今

回
の
参
加
で
、
外
国
の
研
究
者
た
ち
と

も
ス
ム
ー
ズ
な
議
論
が
行
え
る
よ
う
に
、

英
語
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、

研
究
室
内
だ
け
で
な
く
、
学
外
や
外
国

の
人
た
ち
と
も
研
究
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
で
、
よ
り
視
野
が
広
く
な
り
、

自
分
自
身
の
研
究
を
深
く
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
実
感
出
来

た
。
韓
国
滞
在
中
、
手
厚
く
歓
迎
し
て

下
さ
っ
た
延
世
大
学
の
皆
様
に
記
し
て

感
謝
の
意
を
示
し
た
い
。

トピックス

男
子
体
操
部　

中
国
、豪
州
チ
ー
ム
と
合
同
練
習

国
際
交
流
も

本
学
の
男
子
体
操
競
技
部
が
、
中
国

の
浙
江
体
育
職
業
技
術
学
院
、
豪
州
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
相
次
い
で
合
同
練

習
、
体
操
競
技
を
通
じ
て
国
際
交
流
を

深
め
た
。
浙
江
体
育
職
業
技
術
学
院
は

11
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
、選
手
5
人
、

指
導
者
4
人
が
来
学
、
豪
州
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
は
12
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で

選
手
7
人
、
指
導
ス
タ
ッ
フ
5
人
が
来

学
、
合
同
練
習
や
国
際
交
流
を
し
た
。

技
術
学
院
は
競
技
の
プ
ロ
選
手
を
育

成
を
行
っ
て
い
る
高
等
学
院
で
、

1
9
8
4
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
以

来
12
人
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る

な
ど
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。

今
ま
で
に
も
複
数
回
合
同
練
習
は
行

わ
れ
て
き
た
が
、
中
国
と
豪
州
の
選
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
レ
ベ
ル
が
高
く

て
、
本
学
の
選
手
に
と
っ
て
参
考
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
刺
激
を
も
ら
っ
た
。

歓
迎
会
で
は
、
互
い
の
文
化
、
価
値

観
や
考
え
方
の
違
い
等
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
国
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
他

国
と
の
違
い
を
知
る
こ
と
で
自
己
を
再

認
識
で
き
る
機
会
に
な
っ
た
。

【
学
生
記
者
、
坂
下
貴
彦
、
写
真
も
】

バイオフィ－ドバック法を紹介する延世大院生たち

記念品を交換する選手たち（左が大体大生）

大体大タオルを広げる豪州チームと大体大生
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巣立つ633人
～大学院修了式、学部卒業式～

平
成
28
年
度
大
阪
体
育
大
学
大
学
院
修
了

式
、
大
阪
体
育
大
学
卒
業
式
は
3
月
17
日
、
ス

タ
ー
ゲ
ー
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
の
国
際

会
議
場
で
行
わ
れ
た
＝
写
真
＝
。

開
式
の
辞
の
後
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
生
4
人
、
博
士
前
期
課
程
修
了
生
16
人
、
大

学
体
育
学
部
4
8
4
人
、
健
康
福
祉
学
部

1
2
9
人
、
合
わ
せ
て
6
3
3
人
に
学
位
記
、

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
次
に
表
彰
が
行
わ

れ
、
大
島
鎌
吉
賞
と
大
島
謙
吉
奨
励
賞
が
山
本

沙
羅
さ
ん
（
体
育
学
部
）
ら
9
人
に
、
加
藤
橘

夫
賞
が
大
野
直
紀
さ
ん
8
大
学
院
博
士
前
期
課

程
）
ら
3
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
が
52
人
に
、

学
業
優
秀
賞
が
19
人
に
、
功
績
賞
が
9
人
に
、

優
秀
論
文
賞
が
近
藤
み
ど
り
さ
ん
、
法
所
遼
汰

さ
ん
に
（
と
も
に
博
士
前
期
課
程
）
と
授
与
さ

れ
た
。

岩
上
安
孝
学
長
は
式
辞
で
「
大
阪
体
育
大
学

入
学
以
来
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
研
さ
ん
を
積
み
重

ね
、
本
学
所
定
の
学
業
を
修
め
、
晴
れ
て
、
博

士
、
修
士
、
学
士
の
学
位
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
祝
し
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
面
で
優
れ
た
成
果
を
修
め
た

皆
様
に
、
我
が
国
ス
ポ
ー
ツ
界
、
学
術
界
の
先

駆
者
で
あ
り
、
本
学
草
創
期
を
支
え
ら
れ
ま
し

た
両
氏
の
名
を
冠
し
た
大
島
鎌
吉
賞
、
加
藤
橘

夫
賞
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
、
学
業
優

秀
賞
、
功
績
賞
、
優
秀
論
文
賞
を
お
贈
り
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
更
な
る

精
進
、
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
進
む
卒
業
生
を
祝
い
、
励
ま
し
た
。

長
家
秀
博
同
窓
会
会
長
が
「
皆
様
の
今
後
の

ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

が
あ
り
、
卒
業
生
か
ら
の
記
念
品
の
贈
呈
、
在

校
生
を
代
表
し
て
大
西
翼
学
友
会
会
長
の
送

辞
、
同
窓
会
か
ら
の
記
念
品
そ
し
て
学
友
会
か

ら
の
記
念
品
贈
呈
の
後
、
大
学
院
、
体
育
学
部
、

健
康
福
祉
学
部
代
表
者
が
謝
辞
を
述
べ
、
全
員

で
学
歌
を
斉
唱
し
て
、
幕
を
引
い
た
。

【
学
生
記
者　

坂
下
貴
彦
、
写
真
も
】

◆
◇
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
に
羽
ば

た
く
人
も
い
れ
ば
（
上
記
掲
載
）、

皆
さ
ん
の
よ
う
に
入
っ
て
く
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
人
も
お
り
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
「
文

武
両
道
」
を
目
指
せ
る
環
境
は
十
分
に
整
っ
て
い
ま

す
。
後
は
皆
さ
ん
が
こ
の
環
境
を
し
っ
か
り
使
う
か

ど
う
か
で
す
。“
宝
の
持
ち
腐
れ
”
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
◆
◇
４
月
は
人
事
異
動

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
当
ジ
ャ
ー
ナ
ル
室
で
も
動

き
が
あ
り
ま
す
。
発
行
責
任
者
が
白
須
和
平
企
画
広

報
室
長
に
代
わ
り
、
石
川
朋
宏
室
長
に
、
編
集
助
手

は
増
田
知
己
君
か
ら
、
今
春
本
学
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
中
村
優
志
君
に
、
学
生
記
者
の
竹
村
岳
君
が
サ

ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
記
者
と
し
て
巣
立
ち
、
体
育
学
部

３
年
の
松
本
直
也
君
が
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り

ま
す
。
◆
◇
マ
ス
コ
ミ
界
で
活
躍
し
て
い
る
本
学
卒

業
生
は
11
人
お
り
ま
す
が
、
う
ち
5
人
は
当
室
か
ら

送
り
だ
し
ま
し
た
。
新
入
生
で
マ
ス
コ
ミ
に
関
心
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
当
室
を
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。
2
年
、

3
年
生
も
大
歓
迎
で
す
。�

【
相
馬
卓
司
】

トピックス

コラム

体育学部名誉教授�� 滝 瀬 定 文

ツリビトの寒さを数字で表してみよう
桜もここ数日花冷えが続く。ある寒い日、ふと思いつ

いた。オキアミ冷蔵庫の中は、どんなに寒いんだろう…
釣りの防寒着は役に立つのだろうか…というシンプルな
疑問がわき起こりました。底冷えする波止で、磯で、船
で、イカダでじんじんする足の先が、私はつらい、チョー
つらい。果たして釣り師はどれぐらい寒い目にあってい
るのか、どれぐらい寒期の釣りは悲惨なのかと考えるぐ
らいなら「それじゃあ釣りに行かなけりゃヨロシイ」とい
う意見は、ごもっとも。しかし、そんなことは釣り師に
はまったく通用しない。ではいったい、寒い釣り場で我々
の体温はどれぐらい低くなっているのか。釣りの防寒と
呼ばれるものは、どれぐらいの威力があるものなのか。
じゃあ、いっぱつオキアミの冷凍庫にでもしばらく入
ってみるか。実験１では、17.5℃（風速0m）での１時
間の釣行、その後10℃（風速3m）で１時間（計2時
間）の釣行を想定した条件での前脛骨部、大腿部、広背
部の皮膚温の変化を測定した。まず、体重と身長を測り、
体脂肪の割合を算出する。上半身裸になって、ズボンを
下ろす。オヨヨという間に体中、体温センサーだの節電
図用電極が張り付ける。実験開始から60分後、前脛骨
部皮膚温の急激な低下が見られた。また広背部は、ヒッ
プガードをあてているため、皮膚温の低下が少なかった
（図1、図2）。
実験２は、「気温０度、湿度約70％、風速３㍍」の環
境条件で30分の入室。２パターン。１回目は普段釣り
場で考えられる最高の防寒スタイルで、その時の体温の
変化、筋肉の震えなどを測定する。２回目は１回目より
も薄着で同様の実験を行う。しかし、実験というものは
現場での思いつきが優先する。「釣り場で温かいもの食べ
たら身体の芯から暖まるっていうでしょ？」「そやね、実
験中にカップメンでも食べてみたら直腸温あがるやろな」
「直腸温？」「そう直腸。肛門のちょい中。ヒヒヒッ」か
くして哀れ、２回目の実験で、自らお尻にセンサーを突
っ込むハメとなる。さてさて、気温０度、風速３㍍とい
う極寒の環境で体温と身体の芯は、いかなるデータをは
じきだしたか（図3）。
花冷えの中、犬鳴山の桜も間もなく満開を迎える。栄
養にとんだ海水と太陽の恵を一杯受けすくすくと成長す
る稚魚のように。桜の開花と共に、春の訪れを喜びなが
ら、同時に、桜の花の美を嘆賞しつつ、形や色の美しさ
だけでなく、桜が持つ葉隠に散りとどまれる花のみぞ
「時」のはかなさを感じる。

※�ご愛読いただきました滝瀬先生のコラムは今号で終わります。次号から
は健康福祉学部・和田隆夫教授が担当します。引き続きご愛読ください。
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小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
体
育
の
先
生
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
私
は
、
大
学
進
学
は
恩
師
の
勧
め
も
あ
り
、
高

校
の
先
輩
が
多
数
進
学
し
て
い
た
大
阪
体
育
大
学
に

決
め
た
。

体
育
教
員
を
目
指
し
た
大
学
生
活
は
、
学
業
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動
中
心
の
大
学
４
年
間

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
の
専
門
種
目
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
同
期
は
も
ち
ろ
ん
、
先
輩
方
や
後

輩
た
ち
と
目
標
に
向
か
っ
て
、
日
々
切
磋
琢
磨
（
せ

っ
さ
た
く
ま
）
し
た
練
習
や
、
同
期
た
ち
と
声
を
掛

け
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
乗
り
切
っ
た
１
年
生
の

こ
ろ
の
出
来
事
な
ど
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

の
一
つ
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

特
に
思
い
出
深
く
残
る
記
憶
の
一
つ
に
、
１
年
生

時
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
、
リ
バ
ウ
ン
ド
が
挙
げ
ら

れ
る
。
チ
ー
ム
練
習
後
に
先
輩
の
放
つ
シ
ュ
ー
ト
を

床
に
落
と
さ
ず
、
リ
バ
ウ
ン
ド
す
る
と
言
う
単
純
な

仕
事
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
キ
ツ
か
っ
た
。

い
つ
ま
で
も
打
ち
続
け
る
先
輩
の
シ
ュ
ー
ト
を
、
ひ

た
す
ら
拾
い
続
け
、
時
に
は
１
時
間
を
超
え
て
リ
バ

ウ
ン
ド
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
時
に
は
床
に
ボ
ー
ル
を
落
と
し
過
ぎ
、

先
輩
に
集
合
を
か
け
ら
れ
、
１
年
生
全
員
に
理
不
尽

な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ

ん
な
時
は
決
ま
っ
て
練
習
後
、
同
期
の
下
宿
先
に
集

ま
り
、
そ
の
理
不
尽
さ
に
皆
な
で
愚
痴
を
こ
ぼ
し
、

慰
め
あ
っ
た
も
の
だ
。

厳
し
い
１
年
間
を
乗
り
切
り
、
私
の
大
学
生
活
の

中
心
で
あ
っ
た
、
同
期
の
仲
間
と
苦
楽
を
と
も
に
過

ご
し
て
き
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と

は
、
社
会
に
通
用
す
る
精
神
力
を
学
び
、
相
手
を
思

い
や
る
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
何
よ
り

も
仲
間
と
と
も
に

目
標
に
向
い
、
や

り
遂
げ
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
学

ん
だ
こ
と
だ
。
大

学
４
年
間
で
得
た

貴
重
な
体
験
は
、

指
導
す
る
立
場
に

な
っ
た
自
身
に
大

き
く
生
か
さ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い

る
。

小
学
3
年
生
か
ら
体
操
競
技
ば
か
り
に
打
ち
込
ん

で
い
た
私
は
、
高
校
時
代
か
ら
、
体
操
を
や
め
た
後

の
生
き
方
に
悩
ん
で
い
た
。
体
操
競
技
は
、
日
本
大

学
大
学
院
の
修
士
課
程
ま
で
続
け
た
が
、
こ
こ
で
、

次
の
生
き
方
を
決
定
づ
け
る
2
つ
の
体
験
を
し
た
。

一
つ
は
、
大
学
院
1
年
生
の
時
に
、
長
野
五
輪
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
チ
ー
ム
の
科
学
サ
ポ
ー

ト
班
に
同
行
し
た
こ
と
。
実
際
の
レ
ー
ス
中
の
選
手

の
デ
ー
タ
を
コ
ー
ス
脇
で
測
定
し
、
そ
れ
を
次
の
日

ま
で
に
分
析
し
、
チ
ー
ム
に
還
元
す
る
、
と
い
う
仕

事
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
じ
、
科
学
と
ス
ポ
ー
ツ
現
場

に
大
き
な
溝
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
一
方
で
、
私

自
身
は
、
科
学
的
デ
ー
タ
を
現
場
に
還
す
作
業
に
面

白
さ
や
充
実
感
を
感
じ
、
将
来
的
に
、
科
学
と
現
場

を
つ
な
げ
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
始
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
修
士
論
文
の
執
筆
に
苦
し
ん
で
い

る
時
期
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
知
見
が
、
脳
裏
で

一
つ
の
線
で
結
ば
れ
、
定
説
の
理
論
を
理
解
で
き
た

瞬
間
、
体
操
競
技
で
新
し
い
技
や
身
体
感
覚
を
会
得

し
た
と
き
の
快
感
や
高
揚
感
に
類
似
し
た
感
覚
を
覚

え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
決
定
打
と
な
り
、
一
生

研
究
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
決
心
し
た
。
そ
し
て
、

現
場
で
の
指
導
能
力
を
得
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

の
専
門
家
に
な
る
こ
と
の
2
つ
が
、
科
学
と
現
場
を

つ
な
ぐ
た
め
に
は
必
要
だ
と
の
結
論
に
至
り
、
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
（
A
T
C
）
の
米
国
国
家

資
格
と
博
士
号
の
2
つ
の
取
得
を
決
心
し
、
周
囲
か

ら
無
謀
と
言
わ
れ
た
が
、
1
9
9
9
年
に
渡
米
し
た
。

当
初
は
英
語
が
全
く
出
来
ず
苦
労
し
た
。
し
か
し
、

人
間
、
一
歩
足
を
踏
み
出
せ
ば
何
と
か
す
る
も
の
で
、

2
0
0
3
年
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
で
A
T
C
、

2
0
0
6
年
に
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
で
博
士

の
学
位
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
博
士
研
究
員
と
し

て
同
大
学
で
1
年
ほ
ど
働
い
た
後
、
本
学
に
教
員
と

し
て
就
任
し
た
。
現
在
は
、
研
究
・
教
育
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
身
体
づ
く

り
を
指
導
し
て
い

る
。こ
こ
数
年
で
、

や
っ
と
科
学
と
現

場
の
両
方
を
発
展

さ
せ
る
良
い
環
境

が
出
来
た
。
理
想

を
見
つ
つ
現
実
を

離
れ
ず
、
10
年
以

上
、
目
標
を
ぶ
ら

さ
ず
努
力
を
積
み

重
ね
る
と
、
そ
れ

な
り
に
夢
を
実
現

で
き
る
も
の
だ
と

感
じ
て
い
る
。

生涯の仲間との出会い スポーツ現場と科学をつなげる

体育学部講師 体育学部教授

比 嘉 　 靖 下河内洋平

ミネソタ州立大での筆者
同期のメンバーと試合に移動する
際の写真（一番右が筆者）

恩師の中大路先生、木村先生（前
列）と筆者（左）
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スポーツ科学センター
支援組織
教養教育センター、キャリア支援センター
教職支援センター、学習支援室
学生相談室・カウンセリングルーム

https://www.ouhs.jp
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